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安全に関するご注意 
ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。

機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。

このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる

ことが想定される場合 

●本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で

安全対策を行ってください。

●燃焼性ガスの雰囲気中は使用しないでください。

爆発の原因となります。

●本製品を火中に投棄しないでください。

電池や電子部品などが破裂する原因となります。

取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す

る危険の状態が生じることが想定される場合

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。

●分解、改造はしないでください。

異常発熱や発煙の原因となります。

●通電中は端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

●非常停止、インターロック回路は外部で構成してください。

●電線やコネクタは確実に接続してください。

接続不十分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。

●製品内部に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。

●電源を入れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 
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特にご注意いただきたいこと 

■ ＣＰＵユニットについて 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｆは、ＦＰ３のＣＰＵユニットと下記のリモートＩ／Ｏマスタユニットの組み合わせで使用できま
す。 

ＦＰ３については、本体バージョンがＶｅｒ．２．０以降のＣＰＵユニットをお使いください。 

Ｖｅｒ２．０未満のＣＰＵユニットではリモートＩ／Ｏ制御ができません。 

ＣＰＵユニット リモートＩ／Ｏマスタユニット 

ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ ＦＰ２用（ＡＦＰ２７２０） 

ＦＰ３ Ｖｅｒ．２．０以降 ＦＰ３用（ＡＦＰ３７４２） 

ＦＰ１０ＳＨ ＦＰ３用（ＡＦＰ３７４２） 

 

 

 

■ 接続できる子局数について 

 子局は、１台のマスタユニットに対して、３２台まで接続できます。子局の占有Ｉ／Ｏ点数の合計が、 

各マスタユニットで使用できるＩ／Ｏ点数の範囲内になるようにしてください。 

 スレーブユニットをご使用になる場合は、スロット数の制限により台数が制限されることがありますので 

ご注意ください。 

 

 

 

■ 使用する入出力について 

 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの子局で使用する入出力は、マスタユニットの装着順や子局の番号に応じて、自動的
に割り付けられます。 

 出荷時の設定では、次の範囲の入出力番号が割り付けられます。 

ネットワークのマスタ 点数 入出力番号 

１台目のマスタユニット 

２台目のマスタユニット 

３台目のマスタユニット 

４台目のマスタユニット 

５１２点 

２５６点 

１２８点 

１２８点 

６４０～９５Ｆ 

９６０～１１１Ｆ 

１１２０～１１９Ｆ 

１２００～１２７Ｆ 

 設定を変更して出荷時の設定よりも多くの点数をＭＥＷＮＥＴ－Ｆで使用することができます。 

設定を変更するにはツールソフトが必要です。設定を変更する場合は下記の範囲内でおこなってくださ
い。 

１．マスタユニット１台で使用する入出力は４０９６点まで。 

  ＦＰ２／ＦＰ３のＣＰＵユニットの場合、２０４８点まで。 

  ＦＰ３マスタユニットＶｅｒ．１．４以下の場合１０２４点まで。 

２．ＣＰＵユニットの最大制御Ｉ／Ｏ点数を超えることはできません。 

  ・設定を変更して、子局の番号や順番に関係なく、入出力を割り付けることができます。 

   設定を変更するにはツールソフトが必要です。 
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1章  

 ユニットの機能と制限 
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1.1 特長と機能 

ＦＰシリーズのリモートＩ／Ｏシステム「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」は、つぎの特長を備えたＩ／Ｏ制御ネットワークで
す。 

 

■ ＦＰ２、ＦＰ３でＩ／Ｏを遠隔制御 

ＣＰＵユニット（親局）と遠隔地のＩ／Ｏターミナル（子局）を２線式ケーブルで接続し、遠距離間でＩ／Ｏ 

情報（接点のＯＮ／ＯＦＦ情報）を交換します。遠隔地のＩ／Ｏを２線式ケーブルを介して制御することに 

より、Ｉ／Ｏ配線の省配線化、工数削減、省スペース化を実現します。 

 

 

■ Ｉ／Ｏ情報を高速・長距離伝送 

０．５Ｍｂｐｓの伝送速度で、総延長７００ｍ（＊）の間のＩ／Ｏ情報を伝送します。 

＊ツイストペアケーブル（指定ケーブル）使用時の伝送保証距離です。 

 

 

■ マスタユニット 1台で最大４０９６点のＩ／Ｏを制御 

ＣＰＵユニットは、マスタユニット１台あたり最大３２局の子局、最大４０９６点のＩ／Ｏを制御することができま
す。また、ＦＰ３マスタユニットは２つのポートを持ち計４系路の配線が可能で、ＦＰ２マルチワイヤリンクユニ
ットは１つのポートを持ち計２系路の配線が可能です。Ｉ／Ｏ分散・集中制御システムが手軽に構築できま
す。 

 ご注意：最大点数はＣＰＵユニット、マスタユニットの組み合わせにより異なります。 

       参 照：ユニットの種類・組み合わせについて＜３章 ユニットの仕様＞ 

 

 

■ 制御点数・形態など豊富なバリエーションのＩ／Ｏが使用できます。 

子局には、スレーブユニットと組み合わせてＦＰ３の各種入出力ユニットが使用できるほか、専用のＩ／Ｏタ
ーミナルとして、コンパクトなＩ／Ｏターミナルボード、必要に応じてＩ／Ｏを増設することのできるＩ／Ｏターミ
ナルユニットを用意しています。また、Ｉ／Ｏリンクユニットを通じてＦＰ０、ＦＰ１、ＦＰ－ＭとＩ／Ｏ情報を交換
することもできます。 

＊ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ対応の各社マニホールド電磁弁を使用する場合は、バルブの直接制御が可能です。 

 

 

■ 伝送ケーブル断線などの異常に対応した機能を装備 

「子局接続確認モード」では、登録してある子局がすべて接続されるまでＩ／Ｏ制御を待機し、子局への電
源投入の遅れや伝送ケーブルの断線が原因で発生する誤動作を防ぎます。また、運転中に伝送ケーブ
ルが断線した場合にも交信の途絶えた子局の出力を保持する「出力保持機能」を選択することができま
す。 
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1.2 基本システム構成 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］は、親局（ＣＰＵユニット＋マスタユニット）と子局（スレーブユニット
＋Ｉ／Ｏユニットや各種リモートＩ／Ｏ専用Ｉ／Ｏターミナルなど）および各局を接続する伝送ケーブル（２線
式ケーブル）で構成されるネットワークです。親局のＣＰＵユニットは、マスタユニットを介して、子局のＩ／Ｏ
（リモートＩ／Ｏ）を制御します。 

＊マスタユニットからの１つの系路のなかに、いろいろな子局を混在させて、接続することができます。 

 例えば、ＦＰ２マスタユニットに、ＦＰ３スレーブユニット、Ｉ／Ｏターミナルユニットを接続して制御でき 

 ます。 

 

 

■ 構成条件 

ＣＰＵユニット１台当りのマスタユニット装着数 最大４台 

マスタユニット１台当りの子局数 最大３２局 

マスタユニット１台当りの制御Ｉ／Ｏ点数 注１） 最大４０９６点 

ＣＰＵユニット１台当りの制御スロット数 最大１２８スロット 

マスタユニット１台当りの制御スロット数 最大６４スロット 

伝送ケーブル（２線式ケーブル） ＶＣＴＦ ０．７５ｍｍ２×２Ｃ（ＪＩＳ）相当品 

１ポート当りの総延長伝送距離 注２） 最大７００ｍ 

注１） ＣＰＵユニットの最大制御Ｉ／Ｏ点数により異なります。 

注２） 伝送距離は、使用するケーブルおよびユニットの種類により異なります。 

 

 参 照：ユニットの種類・組み合わせについて＜３章 ユニットの仕様＞ 
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1.2.1 親局（マスタユニット） 

マスタユニットは、ＣＰＵユニットのＩ／Ｏ情報を子局に伝送する機能を持つユニットです。ＣＰＵユニットとと
もに、リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の 親局 を構成します。 

 ＣＰＵユニット１台当り４台まで装着できます。 

 基本マザーボードまたは増設マザーボードのＩ／Ｏスロットに装着してください。 

 Ｉ／Ｏ点数１６点を占有します。（編集ソフトＦＰＷＩＮ ＧＲでは１６ＳＥと指定してください） 
＊編集ソフトＦＰＷＩＮ ＧＲを使用する場合、占有Ｉ／Ｏ点数を０点（０ＳＥ）にすることもできます。 
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1.2.2 子局（スレーブユニット、Ｉ／Ｏタ－ミナル、Ｉ／Ｏターミナルボ
ードなど） 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］で、親局（ＣＰＵユニット＋マスタユニット）に制御されるＩ／Ｏを 

子局 といいます。マスタユニット１台当り最大３２局まで接続でき、最大４０９６点のＩ／Ｏを制御します。 

 

 

・子局は混在可能です。ＦＰ３システム、専用Ｉ／Ｏターミナルなどいずれも子局として同様に制御されます。
接続順、構成比に制限はありません。 

・各々の子局には、 局Ｎｏ．を設定します。局Ｎｏ．の順に Ｉ／Ｏ Ｎｏ．が割り付けられます。局Ｎｏ．は、
マスタユニットに近い順に設定する必要はありません。また、空きがあっても構いません。 

■ 各子局の概要 

 ＦＰ２／ＦＰ３システム（子局システム） 
基本マザーボードのＣＰＵスロットにＣＰＵユニットの代りに、上図で示している「子局制御部」としてスレー
ブユニットを装着して構成したシステム（注１、注３）。入出力ユニットの他、高機能ユニット（注２）を「Ｉ／Ｏ
部」として使用することが可能です。 

また、「共有メモリアクセス機能」が使用できます。 

注１）通常のシステム同様、増設マザーボードを接続することによってＩ／Ｏを増設できます。増設枚数の制
限は基本マザーボードを含めて３枚です。 

増設マザーボードに増設ユニットを実装できるのは 8 スロット目までです。 

増設ケーブル長はＦＰ３は各１ｍ以下、ＦＰ２は合計２．６ｍ以下です。 

注２）子局システムで使用できない高機能ユニットが一部あります。 
 

 参 照：＜１．２．３ 「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」の子局システムで使用できない高機能ユニット＞ 

＜６．３．２ 占有スロット数の設定＞ 
 

注３）親局がない場合、スレーブユニットだけでは制御できません。 

 

 専用Ｉ／Ｏターミナル 
［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］専用ターミナルには、入出力混在のＩ／Ｏターミナルボードと入力、出力が別々のＩ／Ｏ
ターミナルユニット（注）があります。１台の中に上図で示している「子局制御部」と「Ｉ／Ｏ部」が含まれてい
ます。 

注）Ｉ／Ｏターミナルユニットには入力ユニットと出力ユニットがあります。また、増設ユニットを接続すること 

 によって、制御点数を増やしたり、入力と出力を組み合わせたりすることができます。 

 

 ＦＰ０／ＦＰ１／ＦＰ－Ｍ＋Ｉ／Ｏリンクユニット 
ＦＰ０／ＦＰ１／ＦＰ－ＭにＩ／Ｏリンクユニットを接続することによって、［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］ネットワークに接続
できます。親局から、ＦＰ０／ＦＰ１／ＦＰ－ＭのＩ／Ｏを直接制御することはできませんが、ＦＰ３のプログラム
でＦＰ０／ＦＰ１／ＦＰ－ＭのＩ／Ｏリンクエリア入力を制御したり、ＦＰ０／ＦＰ１／ＦＰ－ＭのプログラムでＦＰ３
のリモートＩ／Ｏエリア入力を制御することが可能です。 

 参 照：＜１１章、１２章（付録） Ｉ／Ｏリンク＞ 

 

 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ対応機器 
上図で示している「子局制御部」、「Ｉ／Ｏ部」を含んでいるため、親局で直接制御できる機器です。 

各社マニホールド電磁弁などがあります。各機器のマニュアルをご参照ください。 

注）ＳＭＣ株式会社、ＣＫＤ株式会社、株式会社コガネイより当社ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ対応マニホールド電磁弁
が発売されています。詳しくは各社にお問い合わせください。 
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1.2.3 「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」の子局システムで使用できない高機能ユ
ニット 

スレーブユニットが実装されている基本マザーボードおよびその増設マザーボードには、以下の高機能ユ
ニットを実装しても使用できません。 

 

実装した場合、禁止ユニット実装エラー（Ｅ３５）が発生し、ＣＰＵユニットは動作しません。マスタユニット、ス
レーブユニットのＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅します。 

注）ＦＰ２ Ａ／Ｄユニット、Ｄ／Ａユニット、ＲＴＤユニットはエラーが発生しません。 

 

 使用できないユニット 

ＦＰ３ 

マスタユニット 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｐ／Ｗ／Ｈリンクユニット、 

ＥＴ－ＬＡＮユニット 

コンピュータコミュニケーションユニット（ＣＣＵ） 
Ｃ－ＮＥＴリンクユニット 

Ｓ－ＬＩＮＫユニット 

割り込みユニット 

ＦＰ２ 

マルチワイヤリンクユニット 

ＭＥＷＮＥＴ－ＶＥリンクユニット 

ＥＴ－ＬＡＮユニット 

コンピュータコミュニケーションユニット（ＣＣＵ） 
マルチコミュニケーションユニット 

Ａ／Ｄユニット（エラーは発生しません） 
Ｄ／Ａユニット（エラーは発生しません） 
ＲＴＤユニット（エラーは発生しません） 
位置決めユニット ＲＴＥＸ 

位置決めユニット 補間タイプ 

位置決めユニット 多機能タイプ 

 

 

 割り込みを発生しないモードに設定した場合は、使用可能になるユニット 

ＦＰ３ 高速カウンタユニット、パルス出力ユニット 

ＦＰ２ 高速カウンタユニット、パルス出力ユニット 

 

 

 ＦＰ２子局システムで位置決めユニットを使用する場合 
起動から位置決め完了までの時間がスキャンタイム以下の場合、出力完了フラグ、パルス出力中フラグ等
のフラグを読み出せず動作不良になる場合があります。 
必ず起動から位置決め完了までの時間をスキャンタイム以上で運転してください。 
 
 
 ＦＰ２子局システム上でＳ－ＬＩＮＫユニットを使用する場合 
入力点数９６もしくは出力点数９６を含むＩ／Ｏ点数設定は使用できません。 
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■ 次のようなシステムを構成することはできません。 

 スレーブユニットを実装しているマザーボードのＩ／Ｏスロットにマスタユニットを実装し、リモートＩ／Ｏシス
テムを構成することはできません。 

    

 スレーブユニットを実装しているマザーボードのＩ／Ｏスロットにリンクユニットを実装し、ＭＥＷＮＥＴネット
ワークを構成することはできません。 

    

 子局から割り込みプログラムを実行させることはできません。 

    

 スレーブユニットを実装しているマザーボードのＩ／ＯスロットにＭＥＷＴＯＣＯＬ（通信プロトコル）を使っ
た通信ユニットを実装し、外部機器と通信することはできません。 
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1.3 ユニットの種類 

1.3.1 リモートＩ／Ｏシステム「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」構成品 

品名 仕様 Ｉ／Ｏ割付 ご注文品番 

親
局 

ＦＰ２ マルチワイヤ

リンクユニット 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨのＣＰＵユニットと組み合わせて親局を構
成し、子局を制御します。 

１６ＳＥ 注 4） ＡＦＰ２７２０ 

ＦＰ３ リモートＩ／Ｏ

マスタユニット 

ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨのＣＰＵユニットと組み合わせて親局を構
成し、子局を制御します。 

１６ＳＥ 注４） ＡＦＰ３７４２ 

子

局 

ＦＰ２ リモートＩ／Ｏ

スレーブユニット 

ＦＰ２のシステムを子局として使用しＩ／Ｏを分散配置する
ためのユニット。マスタユニットに制御されます。 

――― ＡＦＰ２７４５ 

ＦＰ３ リモートＩ／Ｏ

スレーブユニット 

ＦＰ３のシステムを子局として使用しＩ／Ｏを分散配置する
ためのユニット。マスタユニットに制御されます。 

――― ＡＦＰ３７４５ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル

ボード［ＭＩＬコネクタ

タイプ］ 注１） 

１２Ｖ ＤＣ入力／ 

０．２Ａ Ｔｒ出力 
１６点入力１６点出力 １６Ｘ１６Ｙ ＡＦＰ８７４４５ 

２４Ｖ ＤＣ入力／ 

０．２Ａ Ｔｒ．出力 
１６点入力１６点出力 １６Ｘ１６Ｙ ＡＦＰ８７４４６ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル

ボード［端子台タイ

プ］ 

２４Ｖ ＤＣ入力／ 

０．２Ａ Ｔｒ．出力 
１６点入力１６点出力 １６Ｘ１６Ｙ ＡＦＰ８７４４４ 

２４Ｖ ＤＣ入力／ 

２Ａ Ｒy．出力 
１６点入力８点出力 １６Ｘ１６Ｙ ＡＦＰ８７４３２ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル

ユニット 

子局として
制御。最大
３２点まで
の 増 設 が
可能です。 

（操作電圧
２４Ｖ ＤＣ） 

ＦＰ Ｉ／Ｏ
ターミナル
ユニット 

（基本） 

入力ユニット 

２４Ｖ ＤＣ入力 

８点入力 １６Ｘ ＡＦＰ８７４２１ 

１６点入力 １６Ｘ ＡＦＰ８７４２２ 

出力ユニット 

０．５Ａ Ｔｒ．出力 

８点出力 １６Ｙ ＡＦＰ８７４２３ 

１６点出力 １６Ｙ ＡＦＰ８７４２４ 

ＦＰ Ｉ／Ｏ
ターミナル
増設ユニ
ット 注２） 

入力ユニット 

２４Ｖ ＤＣ入力 

８点入力 １６Ｘ ＡＦＰ８７４２５ 

１６点入力 １６Ｘ ＡＦＰ８７４２６ 

出力ユニット 

０．５Ａ Ｔｒ．出力 

８点出力 １６Ｙ ＡＦＰ８７４２７ 

１６点出力 １６Ｙ ＡＦＰ８７４２８ 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンク 

ユニット 

ＦＰ１と組み合わせ、親
局（ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ
３、ＦＰ１０ＳＨ）との間で
接点情報を交換。 注３） 

電源電圧 ２４Ｖ ＤＣ ３２Ｘ３２Ｙ ＡＦＰ１７３２ 

電源電圧 １００Ｖ ＡＣ～ 

２４０Ｖ ＡＣ 
３２Ｘ３２Ｙ ＡＦＰ１７３６ 

ＦＰ０ Ｉ／Ｏリンク 

ユニット 

ＦＰ０と組み合わせ、親
局（ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ
３、ＦＰ１０ＳＨ）との間で
接点情報を交換 

電源電圧 ２４Ｖ ＤＣ ３２Ｘ３２Ｙ ＡＦＰ０７３２ 

 
ＦＰ－Ｍ Ｉ／Ｏリンク 

ボード 

ＦＰ－Ｍと組み合わせ、
親局（ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、Ｆ
Ｐ３、ＦＰ１０ＳＨ）との間
で接点情報を交換 

電源電圧 １２Ｖ ＤＣ ３２Ｘ３２Ｙ ＡＦＣ１７３１ 

電源電圧 ２４Ｖ ＤＣ ３２Ｘ３２Ｙ ＡＦＣ１７３２ 

注１）電源ケーブル（１m長）ＡＰＬ９５１１×１本付属 

注２）ＰＬ ＭａｒｋⅡ増設ケーブル（８ｃｍ長）ＡＰＬ２５１０×１本付属 

注３）ＦＰ１増設ケーブル（７ｃｍ長）ＡＦＰ１５０１×１本付属 

注４）編集ソフトＦＰＷＩＮ ＧＲにて、Ｉ／Ｏ占有点数を０点（０ＳＥ）にすることもできます。 

 

１．ＭＥＷＮＥＴ－Ｆシステムを使用できるＣＰＵユニットは下記の通りです。 

   ・ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ３（Ｖｅｒ．２．０以上）、ＦＰ１０ＳＨ 

２．Ｉ／Ｏマップ割付の値は、編集ソフトを使用してＩ／Ｏ番号を割り付ける場合に設定する各ユニットの占有Ｉ／Ｏ点 

  数です。ＭＥＷＮＥＴ－Ｆシステムの場合は通常のＩ／Ｏマップとは別にリモートＩ／Ｏマップとして独立して扱うこと 

  もできます。（“１０．リモートＩ／Ｏマップ”をご参照ください。） 

   参 照：＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞ 

 ３．ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニットを増設した場合のＩ／Ｏマップの割付の値は、増設ユニットの組み合わせによって 

   変わります。入力＋入力は３２Ｘ、出力＋出力は３２Ｙ、入力＋出力または出力＋入力はいずれも１６Ｘ１６Ｙと 

   なりますのでご注意ください（８点ユニット、１６点ユニット共通）。 
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1.3.2 伝送ケーブル 

伝送ケーブルには２線式ケーブルを使用します。 

 

品名 仕様 

２線式ケーブル ＶＣＴＦ０．７５ｍｍ２×２Ｃ （ＪＩＳ）相当品 

端子 圧着端子 （裸丸形端子・絶縁紙付き裸丸形端子・先開形端子） 

 

 

1.3.3 Ｉ／Ｏターミナルボード「ＭＩＬコネクタタイプ用」Ｉ／Ｏケーブル
および電源ケーブル 

Ｉ／Ｏターミナルボード［ＭＩＬコネクタタイプ］には、下表のＩ／Ｏケーブルが適合します。電源ケーブルはＩ
／Ｏターミナルボード［ＭＩＬコネクタタイプ］に標準で付属しています。 

 

品名 ケーブル長 仕様 ご注文品番 

Ｉ／Ｏケーブル 

（片側コネクタ付） 

１m 
３０芯 入力端子用 ＡＦＢ８５２１ 

３４芯 出力端子用 ＡＦＢ８５３１ 

２m 
３０芯 入力端子用 ＡＦＢ８５２２ 

３４芯 出力端子用 ＡＦＢ８５３２ 

３m 
３０芯 入力端子用 ＡＦＢ８５２３ 

３４芯 出力端子用 ＡＦＢ８５３３ 

４m 
３０芯 入力端子用 ＡＦＢ８５２４ 

３４芯 出力端子用 ＡＦＢ８５３４ 

電源ケーブル １m ＡＦＰ８７４４５、ＡＦＰ８７４４６に標準付属 ＡＰＬ９５１１ 

 

 

1.3.4 Ｉ／Ｏターミナルユニット用増設ケーブル 

Ｉ／Ｏターミナルユニットの基本ユニットに、増設ユニットを接続するには、下表のケーブルを使用します。
増設ユニットには、ケーブル長８ｃｍのケーブルが標準で付属しています。 

 

品名 ケーブル長 ご注文品番 備考 

ＰＬ ＭａｒｋⅡ増設ケーブル 

８ｃｍ ＡＰＬ２５１０ ＡＦＰ８７４２５～ＡＦＰ８７４２８に標準付属 

２８ｃｍ ＡＰＬ２５１１  

４８ｃｍ ＡＰＬ２５１５  
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2章  

 各部の名称と機能 
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2.1 ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット 

 ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット（ＡＦＰ２７２０） 

 

 

■ 各部の名称と機能 

①状態表示ＬＥＤ 

運転／停止、エラー／アラーム、通信モードの状況など、ユニットの動作状態を表示します。 

②局番設定スイッチ 

ネットワーク内での自局のユニットＮｏ．を設定します（Ｗ／Ｗ２モードのみ使用します）。 

Ｗモードでは局番を変更した瞬間に設定は有効となります。Ｗ２モードでは電源ＯＦＦ状態で局
番を変更してください。次回電源投入時より設定は有効となります。 

③子局Ｎｏ．表示切替スイッチ 

動作表示ＬＥＤでの、子局Ｎｏ．表示の切り替えを行います（Ｆモードのみ使用します）。 

④モード設定スイッチ（１） 
動作モード（ＰＣリンクモード、非ＰＣリンクモード、終端局）の設定を行います。 

モード設定スイッチでの設定変更は、電源ＯＦＦの状態で行ってください。次回電源投入時より設
定は有効となります（終端局の設定は、設定した瞬間に有効となります）。 

⑤伝送路用接続端子（ＲＳ４８５） 
伝送ケーブルを接続します。 

⑥固定用突起 

ＦＰ２用マザーボードに取り付けるための突起です。 

⑦モード設定スイッチ（２） 
動作モード（Ｗ／Ｗ２／Ｆモード、通信速度）の設定を行います。 

モード設定スイッチでの設定変更は、電源ＯＦＦの状態で行ってください。次回電源投入時より設
定は有効となります。 

⑧マザーボード接続用コネクタ 

ＦＰ２用マザーボード上のユニット用コネクタに接続します。 

⑨ユニット取り付けネジ 

ユニットをマザーボードに固定するためのネジです。 

⑩仮止めフック 

ユニットをマザーボードに仮止めするためのフックです。 
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■ 状態表示ＬＥＤ 

 
 

 ：点灯、  ：早い点滅（Ｔ＝０．２ｓ）、  ：遅い点滅（Ｔ＝１．０ｓ）、  ：消灯 
 

ＬＥＤ 内容 
動作 

Ｗモード Ｗ２モード Ｆモード 

ＣＯＭ． 通信状態  ：正常通信中  ：正常通信中  ：通信待機中 

    ：正常通信中 

  ：通信バッファ 

 過負荷発生 
 ：停止モード 

 伝送中 

 ：通信異常 

 （伝送不可） 
 ：通信異常 

 （伝送不可） 
 ：通信異常 

ＥＲＲ． ハード／ 

ソフト異常 
 ：暴走／自己診断 

 エラー 
 ：暴走／自己診断 

 エラー 
 ：暴走／自己診断 

 エラー 

 ：起動待ちエラー 

 （注１） 
 ：起動待ちエラー 

 （注１） 
 設定異常 

 ：各種エラー（注２）  ：各種エラー（注２）   

 ：正常  ：正常  ：正常 

Ｗ Ｗモード  ：Ｗモード状態  ：Ｗモードでない  ：Ｗモードでない 

Ｗ２ Ｗ２モード  ：Ｗ２モードでない  ：Ｗ２モード状態  ：Ｗ２モードでない 

Ｆ Ｆモード  ：Ｆモードでない  ：Ｆモードでない  ：Ｆモード状態 

ＰＣ－Ｌ ＰＣリンク 

フラグ 

（Ｗ／Ｗ２ 

モード時 

のみ有効） 

 ：ＰＣリンク動作 

 状態 
 ：ＰＣリンク動作状態 

 ：未使用 

   ：ＰＣリンク 

 動作不可状態 

 ：ＰＣリンク停止／ 

 非ＰＣリンク動作 

 状態 

 ：非ＰＣリンク動作 

 状態 

ＨＩ 通信速度  ：５００ｋｂｐｓ固定  ：５００ｋｂｐｓ  ：５００ｋｂｐｓ固定 

  ：２５０ｋｂｐｓ  

ＴＥＲＭ． 終端局   ：終端局です  ：終端局ではありません 

１／１７～ 

８／２４ 

９／２５～

１６／３２ 

子局表示 

（F モード
時のみ有
効） 

 ：未使用 

 ：接続 

 ：未接続 

※子局Ｎｏ．は子局 

  Ｎｏ．切替スイッチに 

  より切替 

注１）ＣＰＵユニットがＶｅｒ．１．０５未満の場合に発生します。 

注２）伝送異常、子局Ｎｏ．範囲外、局番重複、リンクエリア割り付け重複の場合に発生します。 

 

■ 子局Ｎｏ．表示切替スイッチ 

動作状態表示ＬＥＤの子局Ｎｏ．表示の切替を行います。Ｆモードのみ使用します。 

 

 

項目 設定内容 

１－１６ 接続局Ｎｏ．１～１６を表示します。 

１７－３２ 接続局Ｎｏ．１７～３２を表示します。 
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■ 局番設定スイッチ 

Ｗ／Ｗ２モードでの自局局番を設定します。Ｆモードでは使用しません。 

 

 動作 設定内容 

 

Ｗモード 

０１～３２：有効 

上記以外：局番設定エラーとなります。 

（運転中の局番変更が可能です） 

 

Ｗ２モード 

０１～６４：有効 

上記以外：局番設定エラーとなります。 

（運転中の局番変更が可能です） 

   

使用したいＮｏ．に矢印を 

合わせてください。 

 

 

■ モード設定スイッチ 

 
設定内容 ＳＷ 

動作 

 Ｗモード Ｗ２モード Ｆモード 

 

動作モード １ 

ＯＦＦ ＰＣリンクモード 
通信異常時マスタユ
ニット運転停止 

ＯＮ 非ＰＣリンクモード 
通信異常時マスタユ
ニット運転継続 

未使用 

２ ― ― 

３ ― ― 

４ ― ― 

５ ― ― 

６ ― ― 

終端局設定 
７ ７：ＯＮ、８：ＯＮ 終端局です 

８ ７：ＯＦＦ、８：ＯＦＦ 終端局ではありません 

 

 

 

  Ｗモード Ｗ２モード Ｆモード 

動作モード 
１ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

２ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

通信速度 
注２） 

３ 
ＯＦＦ ５００ｋｂｐｓ

固定 

５００ｋｂｐｓ 
５００ｋｂｐｓ固定 

ＯＮ ２５０ｋｂｐｓ 

― ４ 必ずＯＦＦ固定でご使用ください。 

工場出荷時の設定は 

すべてＯＦＦです。 

注１）裏面のモード設定スイッチの内容は、動作状態表示ＬＥＤに反映されます。 

注２）Ｗ２モード時、５００ｋｂｐｓと２５０ｋｂｐｓのユニットを同一ネットワーク上に混在さ 

   せることはできません。 

注３）スイッチの切替は電源ＯＦＦ状態で行ってください（終端局設定を除く）。 
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2.2 リモートＩ／Ｏマスタユニット 

2.2.1 ＦＰ３ リモートＩ／Ｏマスタユニット（ＡＦＰ３７４２） 

 

   
 

■ 各部の機能 

①接続局Ｎｏ．表示部 …………... ネットワークに接続している子局のＮｏ．（Ｎｏ．１～Ｎｏ．３２）を示す
ＬＥＤが点灯します。 

「接続局Ｎｏ．表示部選択スイッチ」で表示範囲をＮｏ．１～Ｎｏ．１６
またはＮｏ．１７～Ｎｏ．３２に切り替えて点灯を確認してください。 

 

   

 

    

  

②動作状態表示部 ……………... 通信状態、動作状態を示すＬＥＤです。 

  
 

③接続局Ｎｏ．表示部 …………... 

  選択スイッチ 

接続局Ｎｏ．表示部の表示範囲を切り替えます。 

上記「接続局Ｎｏ．表示部」説明の注釈をご参照ください。 
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④動作モード設定スイッチ ……... 伝送路の選択、終端局の設定、交信異常発生時のモード選択を行
います。 
  

 

 

ＳＷ 設定内容 ＯＦＦ ＯＮ 

１、２ 使用ポート選択 ポートⅠのみ使用 
ポートⅠとポート
Ⅱを使用 

３、４ 
終端局設定 

（ポートⅠ） 
終端局では 

ありません 
終端局です 

５、６ 
終端局設定 

（ポートⅠ） 
終端局では 

ありません 
終端局です 

７ 交信異常時のモード 
マスタユニット 

運転停止モード 

マスタユニット 

運転継続モード 

 ＊ＳＷ１－ＳＷ２、ＳＷ３－ＳＷ４、ＳＷ５－ＳＷ６は各々同じ設定にし 

  てください。 

＊工場出荷時にはすべてＯＦＦに設定されています。 

  なお、ＳＷ８は未使用です。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

⑤ＲＳ４８５インターフェイス …... 伝送ケーブルを接続する端子です。２つのポートがあります。 

 

 

⑥ボード取り付けネジ、 ……….... 

  ボード接続コネクタ 

マスタユニットをマザーボードのＩ／Ｏスロットに接続・固定します。 
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2.3 リモートＩ／Ｏスレーブユニット 

2.3.1 ＦＰ２ リモートＩ／Ｏスレーブユニット（ＡＦＰ２７４５） 

 

 

 

■ ①状態表示ＬＥＤ 

 

 

 

名称 表示 

ＣＯＭＭ． 通信状態を表示します。 
：点灯 
：早い点滅：（Ｔ＝０．２ｓ） 
：遅い点滅（Ｔ＝１．０ｓ） 
：消灯 

 
：待機中 
：正常運転伝送中 
：停止モード伝送中 
：伝送異常 

ＡＬＡＲＭ ユニット異常状態を表示します。 

：点灯 
：早い点滅：（Ｔ＝０．２ｓ） 
：消灯 

：ユニット異常 
：設定エラー 
：正常 

ＴＥＲＭ． 終端抵抗の設定を表示します。 

：点灯 
：消灯 

：終端抵抗ＯＮ 
：終端抵抗ＯＦＦ 
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■ スイッチ 

  注）スイッチの切替は電源ＯＦＦ状態でおこなってください。 

 
②局番設定スイッチ 

リモートＩ／Ｏスレーブユニットの局番を設定します。 

 

設定内容 

０１～３２：有効 
上記以外：局番設定エラーとなります。 
 
注）設定エラー：ＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅します。 

 
 
③終端抵抗設定スイッチ 

 

ＯＮ ＯＦＦ 

終端抵抗：有 終端抵抗：無 

 
 

④動作モード設定スイッチ 

 
ＳＷ No. 機能 ＯＮ ＯＦＦ 

 

１ 交信異常時の出力 出力保持 出力ＯＦＦ 

２ 未使用 － 

３ 未使用 － 

４ 未使用 － 

５ 未使用 － 

６ 未使用 － 

７ 未使用 － 

８ 未使用 － 

注)未使用のスイッチはＯＦＦに設定してください。 

 

⑤伝送路用接続端子 

 

⑥固定用突起 

 

⑦マザーボード接続用コネクタ 

 

⑧ユニット取り付けネジ 

 

⑨仮止めフック 
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2.3.2 ＦＰ３ リモートＩ／Ｏスレーブユニット（ＡＦＰ３７４５） 

 

■ 各部の機能 

①動作状態表示部 ……………... 通信状態、動作状態を示すＬＥＤです。 

  
  

②局Ｎｏ．設定スイッチ …..……... ＭＥＷＮＥＴ－Ｆでの子局Ｎｏ．を設定します。数字にダイヤルの印
を合わせてください（十の位と一の位を別々に設定します）。 

設定範囲：０１～３２ 

＊範囲外のＮｏ．を設定すると、設定エラー（ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ点滅） 
  になり、伝送不能になります。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

  
 

 
③動作モード設定スイッチ ……... 終端局の設定、交信異常発生時の出力モードの設定をします。 

 
 

 

 

ＳＷ 設定内容 ＯＦＦ ＯＮ 

１、２ 終端局設定 
終端局では 

ありません 
終端局です 

３ 交信異常時の出力 出力ＯＦＦ 出力保持 

 ＊ＳＷ１－ＳＷ２同じ設定にしてください。 

＊工場出荷時にはすべてＯＦＦに設定されています。 

  なお、ＳＷ４は未使用です。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

④ＲＳ４８５インターフェイス …... 伝送ケーブルを接続する端子です。 

 

⑤ボード取り付けネジ、 ……….... 

  ボード接続コネクタ 

スレーブユニットを基本マザーボードのＣＰＵスロットに接続・固定し
ます。 
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2.4 Ｉ／Ｏターミナルボード 

 ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード［ＭＩＬコネクタタイプ］ 
（ＡＦＰ８７４４５、ＡＦＰ８７４４６） 

 

 

 

 ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード［端子台タイプ］ （ＡＦＰ８７４４４、ＡＦＰ８７４３２） 
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■ 各部の機能 

①動作状態表示部 ……………... 通信状態、動作状態を示すＬＥＤです。 

 
  

②局Ｎｏ．設定スイッチ …..……... 

  （ロータリースイッチ） 
ＭＥＷＮＥＴ－Ｆでの子局Ｎｏ．を設定します。数字にダイヤルの印
を合わせてください（十の位と一の位を別々に設定します）。 

設定範囲：０１～３２ 

＊範囲外のＮｏ．を設定すると、設定エラー（ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ点滅） 
  になり、伝送不能になります。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

   

 

③動作モード設定スイッチ ……... 終端局の設定、交信異常発生時の出力モードの設定を行います。 

  

 

 

ＳＷ 設定内容 ＯＦＦ ＯＮ 

１、２ 終端局設定 
終端局ではありま
せん 

終端局です 

３ 交信異常時の出力 出力ＯＦＦ 出力保持 

 ＊ＳＷ１－ＳＷ２同じ設定にしてください。 

＊工場出荷時にはすべてＯＦＦに設定されています。 

  なお、ＳＷ４は未使用です。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

④ＲＳ４８５インターフェイス …... 伝送ケーブルを接続する端子です。 

 

 

⑤入力端子、出力端子 ……….... 入力端子１６点、出力端子１６点（ＡＦＰ８７４３２のみ８点）、外部機器
用の電源端子を含みます。 

 

⑥電源端子 …………..……….... Ｉ／Ｏターミナルボードを動作させるための電源を供給してくださ
い。 

 

⑦入出力表示ＬＥＤ ….……….... 入力または出力がＯＮのとき点灯します。ＯＦＦ時は消灯します。 

 

入出力端子・電源端子の仕様と接続については、次のページをご参照ください。 
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2.4.1 Ｉ／Ｏターミナルボード端子部仕様 

■ ＭＩＬコネクタタイプ 

 端子配列図 
・操作電源電圧１２Ｖ ＤＣタイプ 

（ＡＦＰ８７４４５） 
 ・操作電源電圧２４Ｖ ＤＣタイプ 

（ＡＦＰ８７４４６） 

 

 

 
 

 ご注意： 

・電源供給には、Ｉ／Ｏターミナルボード［ＭＩＬコネクタタイプ］付属の電源ケーブル（ＡＰＬ９５１１）をご使用 

 ください。 

 ＊入出力用電源入力端子と各１２Ｖ（＋）あるいは２４V（＋）端子は内部で導通しています。 

   供給された電源は内部回路のトランジスタ駆動に用いられます。 

 ＊予備電源入力端子と予備出力端子は内部で導通しています。電源端子部でＤＣ電源（５Ｖ～２４Ｖ） 
  を供給すると、入力端子部で入力機器の動作電源などにご利用できます。 

・Ｎ．Ｃ．はＮＯ ＣＯＮＮＥＣＴを示します。内部接続されていません。 
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 端子の接続例 
入力回路および外部結線 

・入出力用電源端子に電源を供給しない場合  ・入出力用電源端子に電源を供給する場合 

 

 

 
 

 

出力回路および外部結線 

・入出力用電源入力端子に電源を供給しない場
合 

 

 ・入出力用電源入力端子に電源を供給する場合 

 

 
 

 
 

 ご注意： 

・ＬＥＤランプ付きリミットスイッチを入力機器として使用するときは、内部抵抗１５ｋΩのタイプをご使用くだ 

 さい（ＳＬ、ＱＬ、ＶＬ、立型）。 

・図の（＋）側はＡＦＰ８７４４５ではＤＣ＋１２Ｖ、ＡＦＰ８７４４６ではＤＣ＋２４Ｖです。 
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■ 端子台タイプ 

 端子配列図 
・トランジスタ出力タイプ（ＡＦＰ８７４４４）  ・リレー出力タイプ（ＡＦＰ８７４３２） 
 

 

  

 
 

 

 ご注意： 

・入出力端子部、電源端子部の端子ネジはすべてＭ３です。 

・Ｎ．Ｃ．はＮＯ ＣＯＮＮＥＣＴを示します。内部接続されていません。 

・内部回路のトランジスタまたはリレーの駆動用電源は１７ピン～１８ピンに供給してください。 
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 端子の接続例 
入力回路および外部結線 

・トランジスタ出力タイプ（ＡＦＰ８７４４４）、リレー出力タイプ（ＡＦＰ８７４３２）共通 

 

 
 

  

 

出力回路および外部結線 

・トランジスタ出力タイプ（ＡＦＰ８７４４４）  ・リレー出力タイプ（ＡＦＰ８７４３２） 
 

 

  

 

 

 ご注意： 

ＬＥＤランプ付きリミットスイッチを入力機器として使用するときは、内部抵抗１５ｋΩのタイプをご使用ください
（ＳＬ、ＱＬ、ＶＬ、立型）。  
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2.5 Ｉ／Ｏターミナルユニット 

 Ｉ／Ｏターミナルユニット（基本ユニット） 
８点入力（ＡＦＰ８７４２１） ８点出力（ＡＦＰ８７４２３） 
１６点入力（ＡＦＰ８７４２２） １６点出力（ＡＦＰ８７４２４） 

 

 

 Ｉ／Ｏターミナル増設ユニット 
８点入力（ＡＦＰ８７４２５） ８点出力（ＡＦＰ８７４２７） 
１６点入力（ＡＦＰ８７４２６） １６点出力（ＡＦＰ８７４２８） 
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■ 各部の機能 

①動作状態表示部 ……………... 通信状態、動作状態を示すＬＥＤです。 

 
  

②局Ｎｏ．設定スイッチ …..……... 

  （ロータリースイッチ） 
ＭＥＷＮＥＴ－Ｆでの子局Ｎｏ．を設定します。数字にダイヤルの印
を合わせてください（十の位と一の位を別々に設定します）。 

設定範囲：０１～３２ 

＊範囲外のＮｏ．を設定すると、設定エラー（ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ点滅） 
  になり、伝送不能になります。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

  

  

 

③動作モード設定スイッチ ……... 終端局の設定、交信異常発生時の出力モードの設定を行います。 

 

 

 

ＳＷ 設定内容 ＯＦＦ ＯＮ 

１、２ 終端局設定 
終端局ではありま
せん 

終端局です 

３ 交信異常時の出力 出力ＯＦＦ 出力保持 

 ＊ＳＷ１－ＳＷ２同じ設定にしてください。 

＊工場出荷時にはすべてＯＦＦに設定されています。 

  なお、ＳＷ４は未使用です。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

④ＲＳ４８５インターフェイス …….. 伝送ケーブルを接続する端子です。 

 

⑤入力端子、出力端子 ……….... ８点または１６点の入力端子または出力端子で構成されています。 

 

⑥電源端子 …………..……….... Ｉ／Ｏターミナルユニットを動作させるための電源を供給してくださ
い。 

 

⑦入出力表示ＬＥＤ ….……….... 入力または出力がＯＮのとき点灯します。ＯＦＦ時は消灯します。 

 

⑧増設コネクタ ……….……….... 基本ユニットと増設ユニットを接続するためのコネクタです。 

ＰＬ Ｍａｒｋ増設ケーブル（ＡＰＬ２５１０、ＡＰＬ２５１１またはＡＰＬ２５１
５）を使用してください。 

 

入出力端子・電源端子の仕様と接続については、次のページをご参照ください。 
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2.5.1 Ｉ／Ｏターミナルユニット端子部仕様 

■ 入力ユニット 

 端子配列図 
・１６点タイプ 基本ユニット（ＡＦＰ８７４２２） 
         増設ユニット（ＡＦＰ８７４２６） 

 ・８点タイプ 基本ユニット（ＡＦＰ８７４２１） 
        増設ユニット（ＡＦＰ８７４２５） 

 

 

 
 
 

 ・増設ユニットの場合、ＲＳ４８５インターフェイスの
端子（８点ユニットは２０、２１ピン、１６点ユニットは
３６、３７ピン）はＮ．Ｃ．（ＮＯ ＣＯＮＮＥＣＴ）端子
になります。内部接続されていません。 

 ご注意： 

・電源入力（２４Ｖ）端子と各（＋）端子、電源入力（０Ｖ）端子と各（－）端子はすべて内部で導通しています。
（＋）端子、（－）端子をコモン端子として使用される場合は、入力端子近くの（＋）端子または（－）端子を
お使いください。 

・ネジ端子はすべてＭ３．５です。 

 

 ご注意： 

・ＬＥＤランプ付リミットスイッチを入力機器として使用するときは、内部抵抗１５KΩのタイプをご使用くださ 

 い（ＳＬ、ＱＬ、ＶＬ、立型）。 

・外部別電源を使用する場合のご注意 

・２６．４Ｖ ＤＣ以下でご使用願います（操作用電源とは連動していません）。 

・外部別電源に低い電圧を使用する場合、ＯＦＦ時でも操作用の２４Ｖ ＤＣから外部別電源に向かって 

 電流が流れる可能性がありますので、ＯＦＦ時の漏れ電流が１mA以下となるようにしてください。 
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■ 出力ユニット 

 端子配列図 
・１６点タイプ 基本ユニット（ＡＦＰ８７４２４） 
         増設ユニット（ＡＦＰ８７４２８） 

 ・８点タイプ 基本ユニット（ＡＦＰ８７４２３） 
        増設ユニット（ＡＦＰ８７４２７） 

 

 

 
 
 

 ・増設ユニットの場合、ＲＳ４８５インターフェイスの
端子（８点ユニットは２０、２１ピン、１６点ユニットは
３６、３７ピン）はＮ．Ｃ．（ＮＯ ＣＯＮＮＥＣＴ）端子
になります。内部接続されていません。 

 

 ご注意： 

・電源入力（２４Ｖ）端子と各（＋）端子、電源入力（０Ｖ）端子と各（－）端子はすべて内部で導通しています。
（＋）端子、（－）端子をコモン端子として使用される場合は、出力端子近くの（＋）端子または（－）端子を
お使いください。 

・ネジ端子はすべてＭ３．５です。 

 

 ご注意：外部電源を使用する場合のご注意 

・２０．４Ｖ ＤＣ～２６．４Ｖ ＤＣの範囲内でご使用願います。（操作用電源とは連動していません。） 
・０．５Ａの電源で、最大１６点まで使用できます（全点を同時にＯＮできます）。ただし、この場合は使用 

する出力端子近くの（－）端子を使用してください。 
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3章  

 ユニットの仕様 
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3.1 一般仕様（システム共通） 

項目 仕様 

使用周囲温度 ０～５５℃ 

保存周囲温度 －２０～７０℃ 

使用周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ （ａｔ ２５℃ 結露なきこと） 

保存周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ （ａｔ ２５℃ 結露なきこと） 

耐振動 
１０～５５Ｈｚ １掃引／１分間 

複振幅０．７５ｍｍ Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向 １０分間 

耐衝撃 ９８ｍ／ｓ２ Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向４回 

耐ノイズ性 １０００Ｖ［ｐ－ｐ］ パルス幅 ５０ｎｓ １µｓ （ノイズシミュレータによる） 

使用雰囲気 腐食性ガスがないこと、塵埃がひどくないこと。 
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3.2 性能仕様（システム共通） 

項目 仕様 

通信方式 ニ線式半二重 

同期方式 調歩同期式 

伝送距離 注１） １ポート（２系路）あたり７００ｍ（総延長） 
伝送速度 ０．５Mｂｐｓ 

伝送路 ２線式ケーブル（ＶＣＴＦ０．７５mm２×２Ｃ（ＪＩＳ）相当品）使用 

インターフェイス マルチドロップ（ＲＳ４８５） 
伝送エラーチェック ＣＲＣ（巡回符号検査；Ｃｙｃｌｉｃ Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ Ｃｈｅｃｋ）方式 

Ｉ
／
Ｏ
制
御 

ＣＰＵ１台当たりの 
マスタユニット数 

最大４台 

マスタユニット１台当たりの接
続子局数 

最大３２局 

制
御
Ｉ
／
Ｏ
点
数 

マスタユニット 
１台当たり 

最大２０４８点（ＦＰ２／ＦＰ３） 
最大４０９６点（ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨ） 
ただし、ＦＰ３マスタユニットＶer．１．４以下の場合、最大１０２４点 

各
局
毎
の
Ｉ
／
Ｏ
点
数 

Ｉ／Ｏターミナル 
ボード 

１台当たり３２点（入力１６点＋出力１６点）または 
２４点（入力１６点＋出力８点） 
＊入力側からＩ／Ｏ Ｎｏ．が割り付けられます。 

Ｉ／Ｏターミナル 
ユニット 

１台当たり単体使用時：１６点、増設時：３２点 
＊占有点数は、８点ユニット、１６点ユニットにかかわりなく同じです。 
入力と出力を組み合わせた場合は、入力側からＩ／Ｏ Ｎｏ．が割り
付けられ、入力１６点＋出力１６点となります。 

制
御
ス
ロ
ッ
ト
数 

ＣＰＵ１台当たり 最大１２８スロット 
マスタユニット１台当たり 最大６４スロット 

各
局
毎
の
ス
ロ
ッ
ト
数 

ＦＰ２／ＦＰ３ 
子局システム 

最大２４スロット 

Ｉ／Ｏターミナル 
ボード 

１スロット 

Ｉ／Ｏターミナル 
ユニット 

１スロット 
＊増設してもスロット数は１です。 

子局システムのマザーボー
ドに実装できないユニット 

Ｆ
Ｐ
３ 

マスタユニット、ＭＥＷＮＥＴ－Ｐ／Ｗ／Ｈリンクユニット、 
ＥＴ－ＬＡＮユニット、コンピュータコミュニケーション 
ユニット（ＣＣＵ）、Ｃ－ＮＥＴリンクユニット、Ｓ－ＬＩＮＫユニット 
割り込みを発生する高機能ユニット 

Ｆ
Ｐ
２ 

マルチワイヤリンクユニット、ＭＥＷＮＥＴ－ＶＥリンクユニット、 
ＥＴ－ＬＡＮユニット、コンピュータコミュニケーション 
ユニット（ＣＣＵ）、マルチコミュニケーションユニット、 
Ａ／Ｄユニット、Ｄ／Ａユニット、ＲＴＤユニット 
位置決めユニット ＲＴＥＸ 
位置決めユニット 補間タイプ 
位置決めユニット 多機能タイプ 
割り込みを発生する高機能ユニット 

注１）伝送距離は、使用するケーブルおよびユニットの種類により変わります。 

注２）割り込みを発生する高性能ユニットには、以下のものがあります。 

   ・割り込みユニット 

   ・高速カウンタユニット、パルス出力ユニットは割り込みを発生しないモードに設定した場合は 

    使用可能です。 

   ・ＦＰ２ Ａ／Ｄユニット、Ｄ／Ａユニット、ＲＴＤユニットは禁止ユニット装着エラー表示がされません 

    ので、間違って装着してもエラー表示がでません。 

注３）FP2子局システム上で位置決めユニットを使用する場合は、起動から位置決め完了までの時間が 

   スキャンタイム以下の場合、出力完了フラグ、パルス出力中フラグ等のフラグを読み出せず 

   動作不良になる場合があります。必ず起動から位置決め完了までの時間をスキャンタイム以上で 

   運転してください。 

注４）ＦＰ２子局システム上でＳ－ＬＩＮＫユニットを使用する場合は、入力点数９６もしくは出力点数９６を含
むＩ／Ｏ点数設定は使用できません。 
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3.3 各構成品の定格・仕様 

3.3.1 マスタユニット 

品種 消費電流（５ＶＤＣ） 質量 電源電圧 ご注文品番 

ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット ２２０ｍＡ以下 約１１０g － ＡＦＰ２７２０ 

ＦＰ３リモートＩ／Ｏマスタユニット ４５０ｍＡ以下 約２６０g － ＡＦＰ３７４２ 

注） 消費電流は、接続局Ｎｏ．表示ＬＥＤを全て点灯させているときの値です。 

 

3.3.2 スレーブユニット 

品種 消費電流（５ＶＤＣ） 質量 電源電圧 ご注文品番 

ＦＰ２リモートＩ／Ｏスレーブユニット １５０ｍＡ以下 約１１０g － ＡＦＰ２７４５ 

ＦＰ３リモートＩ／Ｏスレーブユニット ４００ｍＡ以下 約３１０g － ＡＦＰ３７４５ 

 

 

3.3.3 Ｉ／Ｏターミナルボード 

■ 一般仕様 

品種 消費電流 質量 電源電圧 ご注文品番 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード 

［ＭＩＬコネクタタイプ（１２Ｖ ＤＣ）］ 
２００ｍＡ以下 約４７０g 

１０．２Ｖ ＤＣ～ 

１３．２Ｖ ＤＣ 
ＡＦＰ８７４４５ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード 

［ＭＩＬコネクタタイプ（２４Ｖ ＤＣ）］ 
１００ｍＡ以下 約４７０g 

２０．４Ｖ ＤＣ～ 

２６．４Ｖ ＤＣ 
ＡＦＰ８７４４６ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード 

［端子台タイプ（Ｔｒ．出力）］ 
１００ｍＡ以下 約５２０g 

２０．４Ｖ ＤＣ～ 

２６．４Ｖ ＤＣ 
ＡＦＰ８７４４４ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード 

［端子台タイプ（Ｒｙ．出力）］ 
１００ｍＡ以下 約５４０g 

２０．４Ｖ ＤＣ～ 

２６．４Ｖ ＤＣ 
ＡＦＰ８７４３２ 

 

■ Ｉ／Ｏターミナルボード入出力部仕様 

 入力部（共通） 
項目 仕様 

品種 ＡＦＰ８７４４５ ＡＦＰ８７４４６、ＡＦＰ８７４４４、ＡＦＰ８７４３２ 

定格入力電圧 １２Ｖ ＤＣ ２４Ｖ ＤＣ 

入力インピーダンス 約２ｋΩ 約４．４ｋΩ 

絶縁方式 フォトカプラ 

ＯＮディレー時間 ２ｍｓ以下 

ＯＦＦディレー時間 ２ｍｓ以下 

許容電源変動範囲 １０．２Ｖ ＤＣ～１３．２Ｖ ＤＣ ２０．４Ｖ ＤＣ～２６．４Ｖ ＤＣ 

回路数 １６点／コモン 

ＯＮ電圧 ８．６Ｖ以下 １９．２Ｖ以下 

ＯＦＦ電圧 ２．４Ｖ以上 

コモン極性 ＋極 
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 出力部 
 トランジスタ出力タイプ（ＡＦＰ８７４４５、ＡＦＰ８７４４６、ＡＦＰ８７４４４） 

項目 仕様 

品種 ＡＦＰ８７４４５ ＡＦＰ８７４４６、ＡＦＰ８７４４４ 

定格出力電圧 １２Ｖ ＤＣ ２４Ｖ ＤＣ 

絶縁方式 フォトカプラ 

ＯＮディレー時間 １ｍｓ以下 

ＯＦＦディレー時間 １ｍｓ以下 

許容電源変動範囲 １０．２Ｖ ＤＣ～１３．２Ｖ ＤＣ ２０．４Ｖ ＤＣ～２６．４Ｖ ＤＣ 

最大制御容量 ０．２Ａ／点 

漏洩電流 １００µＡ以下 

残留電圧 １．５Ｖ以下 

回路数 １６点／コモン 

出力形式 トランジスタ出力（ＮＰＮオープンコレクタ） 

コモン極性 ＋極 

 

 

 リレー出力タイプ（ＡＦＰ８７４３２） 

項目 仕様 

品種 ＡＦＰ８７４３２ 

定格制御容量 ２Ａ ２５０Ｖ ＡＣ、２Ａ ３０Ｖ ＤＣ 

絶縁方式 フォトカプラ 

ＯＮディレー時間 １０ｍｓ以下 

ＯＦＦディレー時間 １０ｍｓ以下 

寿命 
機械的寿命 ２０００万回以上 

電気的寿命 １０万回以上 

外部供給電源 
電圧 ２２．２Ｖ ＤＣ～２６．４Ｖ ＤＣ 

電流 １００ｍＡ以下 

回路数 １点／コモン×８点 （独立コモン） 

出力形式 リレー出力 
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3.3.4 Ｉ／Ｏタ－ミナルユニット 

■ 一般仕様 

品種 
消費電流（２４ＶＤＣ） 

質量 ご注文品番 
全点ＯＦＦ時 全点ＯＮ時 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

（入力８点） 
０．０４Ａ以下 

０．１Ａ以下 
注１） 

約２００g ＡＦＰ８７４２１ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

（入力１６点） 
０．０４Ａ以下 

０．１５Ａ以下 
注１） 

約２８０g ＡＦＰ８７４２２ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

（出力８点） 
０．０４Ａ以下 

０．１Ａ以下 
注２） 

約２００g ＡＦＰ８７４２３ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

（出力１６点） 
０．０４Ａ以下 

０．１５Ａ以下 
注２） 

約２８０g ＡＦＰ８７４２４ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル増設ユニット 

（入力８点） 
－ 

０．０６Ａ以下 
注１） 

約１７０g ＡＦＰ８７４２５ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル増設ユニット 

（入力１６点） 
－ 

０．１１Ａ以下 
注１） 

約２７０g ＡＦＰ８７４２６ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル増設ユニット 

（出力８点） 
－ 

０．０６Ａ以下 
注２） 

約１７０g ＡＦＰ８７４２７ 

ＦＰ Ｉ／Ｏターミナル増設ユニット 

（出力１６点） 
－ 

０．１１Ａ以下 
注２） 

約２７０g ＡＦＰ８７４２８ 

注１） 全点ＯＮ時の入力電流を含めた場合の値です。 

注２） 全点ＯＮ時の無負荷の場合の値です。 

 

■ 入出力部仕様 
 入力ユニット 

項目 仕様 

品種 ８点入力ユニット １６点入力ユニット 

定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 

許容入力電圧 ２０．４Ｖ ＤＣ～２６．４Ｖ ＤＣ 

入力インピーダンス 約４．４ｋΩ 

絶縁方式 フォトカプラ 

ＯＮディレー時間 ２ｍｓ以下 

ＯＦＦディレー時間 ２ｍｓ以下 

接続機器供給用電流 １．０A以下／コモン 

回路数 ８点／コモン １６点／コモン 

ＯＮ電圧 １９．２Ｖ以下 

ＯＦＦ電圧 ２．４Ｖ以上 

コモン極性 －極 

 出力ユニット 

項目 仕様 

品種 ８点出力ユニット １６点出力ユニット 

定格出力電圧 ２４ＶＤＣ 

許容出力電圧 ２０．４ＶＤＣ～２６．４ＶＤＣ 

絶縁方式 フォトカプラ 

ＯＮディレー時間 １ｍｓ以下 

ＯＦＦディレー時間 １ｍｓ以下 

最大制御容量 ０．５Ａ／点 １Ａ／コモン 

漏洩電流 １００µＡ以下 

残留電圧 １．５Ｖ以下 

回路数 ８点／コモン １６点／コモン 

出力形式 トランジスタ出力（ＮＰＮオープンコレクタ） 

コモン極性 ＋極 

注）入力電圧および出力電圧は、電源電圧と共通です。 
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3.4 伝送ケーブル仕様 

3.4.1 推奨ケーブル 

ＦＰリモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］では、伝送ケーブルとして、下表のケーブルを推奨します。伝送保証距離
は、使用するケーブルに応じて異なります． 

ケー 

ブル 
断面図 

導体 絶縁体 

ケーブ

ル直径 

最大伝

送距離

総延長 
注１） 

適合ケーブル例 
サイズ 

抵抗値 

（ａｔ ２０℃） 
材質 注２） 厚み 

シールド

付ツイス

トペア 
  

１．２５ｍｍ２ 

（ＡＷＧ１６） 

以上 

最大 

１６．８Ω／ｋ

ｍ 

ポリエチレン 

最大 

０．５ 

ｍｍ 

約８．５ 

ｍｍ 

７００ｍ 

（３００ｍ） 

日立電線（株） 

ＫＰＥＶ－Ｓ１Ｐ×１．２５ＳＱ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９８６０ 

０．５ｍｍ２ 

（ＡＷＧ２０） 

以上 

最大 

３３．４Ω／ｋ

ｍ 

ポリエチレン 

最大 

０．５ 

ｍｍ 

約７．８ 

ｍｍ 

６００ｍ 

（３００ｍ） 

日立電線（株） 

ＫＰＥＶ－Ｓ１Ｐ×０．５ＳＱ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 

ＶＣＴＦ 

 

０．７５ｍｍ２ 

（ＡＷＧ１８） 

以上 

最大 

２５．１Ω／ｋ

ｍ 

ポリ塩化 

ビニル 

最大 

０．６ 

ｍｍ 

約６．６ 

ｍｍ 

４００ｍ 

（２００ｍ） 

ＶＣＴＦ０．７５ｍｍ２×２Ｃ 

（ＪＩＳ） 

注１） 品番ＡＦＰ８７４４１，ＡＦＰ８７４４２，ＡＦＰ３７４１，ＡＦＰ５７４１および各社バルブコントローラのいずれかが 

    ネットワークに含まれる場合、最大伝送距離は（）内の距離になります。 

    各社バルブコントローラに関しては、各社にご確認ください。 
注２） ポリ塩化ビニルは、ポリエチレンに比べて電気特性が劣るため、最大伝送距離が短くなります。 

注３） 伝送ケーブルは１種類だけを使用してください。２種類以上を混在させないでください。 

注４） ノイズ環境の悪いところでは、シールド付ツイストペア・ケーブルをおすすめいたします。 

 

3.4.2 端子について 

伝送ケーブルの先端処理には、必ず圧着端子をご使用ください。 

圧着端子を用いずに端子台に直接接続すると、接触不良となりやすく、正常な伝送ができない場合があり
ます。 

 

 

適合圧着端子 

 

１．裸丸形端子 

２．絶縁紙付き裸丸形端子 

３．先開形端子 

メーカー 形状 型名 

日本圧着端子 丸型 １．２５－ＹＳ３Ａ 

    

 

■ ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット／ＦＰ２リモートＩ／Ｏスレーブユニットの端子 

・ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット／ＦＰ２ リモートＩ／Ｏスレーブユニットの端子には、 

 Ｍ３の端子ネジを使用しています。 

 圧着端子には下図の形状のものをお使いください。 

・端子は、締め付けトルク０．５～０．６Ｎ ｍで確実に締め付けてください。 

 

適合圧着端子例 

 

メーカー 形状 型名  

日本圧着端子 先開き型 ２－ＭＳ３  

    

適合電線（銅より線） 
・サイズ ＡＷＧ２０－１２、定格温度 ６０／７５℃ 

 締め付けトルク ０．５－０．６Ｎ・ｍ（５．３ｌｂ－ｉｎ） 



3-8 

3.5 伝送時間 

リモートＩ／Ｏシステム「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」制御に関する伝送時間を示します。 

 

3.5.1 リモートＩ／Ｏスキャンタイム[ＴＲ] 

マスタユニットが、接続された各子局に対してユニット内のバッファにセットされた全出力データを送信し、
各子局から受信した全入力データをユニット内のバッファにセットするまでの時間を「リモートＩ／Ｏスキャン
タイム」といいます。 

 

 

ＴＲ＝０．８＋０．８５×ｎ＋０．５５×Ｎ＋０．１３×Ｗ （ｍｓ） 
 

ｎ ： Ｉ／Ｏターミナルボード数 

Ｎ ： スレーブユニット数 

Ｗ ： リモートＩ／Ｏ使用Ｉ／Ｏワード数 

 

【例】 
１０台のＩ／Ｏターミナルボード（入力１６点 出力１６点）と１台のスレーブユニット（入力３２点ユニット４台、
出力３２点ユニット４台 接続）を接続した場合。 

 

 
 

3.5.2 リモートＩ／Ｏメモリアクセスタイム[ＴＲＭ] 

マスタユニットが、ＣＰＵユニットから共有メモリアクセスの要求を受けてから、メモリアクセス完了メッセージ
をスレーブユニットから受けるまでの時間を「リモートＩ／Ｏメモリアクセスタイム」といいます。 

本値は目安となりますので、実機にてご確認ください。 

 

 

 

 

【例】 
５台のＩ／Ｏターミナルボード（入力１６点 出力１６点）と１台のスレーブユニット（入力３２点ユニット２台、出
力３２点ユニット２台、高機能ユニット（３２点占有）１台 接続）を接続し、高機能ユニットに対し、３２ワードの
メモリアクセスを行った場合。 
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3.5.3 リモートＩ／Ｏ入出力応答時間[ＴＲＥＳ] 

子局にて取り込まれた入力信号がマスタユニットを介してＣＰＵユニットに伝えられ、演算処理の後、その結
果に基づいた出力信号が子局に伝えられ、実際に出力されるまでの時間を「リモートＩ／Ｏ入出力応答時
間」といいます。 

 

ＴＲＥＳ＝ＴＩＲＥＳ＋ＴＣ＋ＴＯＲＥＳ 
 

ＴＲＥＳ ： リモートＩ／Ｏ入出力応答時間 

ＴＩＲＥＳ ： リモートＩ／Ｏ入力応答時間 

ＴＣ ： リモートＩ／Ｏ出力応答時間 

ＴＯＲＥＳ ： ＣＰＵユニットスキャンタイム 

 

リモートＩ／Ｏ入出力応答時間の最大値は次の様に求められます。 

 

ＴＲＥＳ・ＭＡＸ＝ＴＩＲＥＳ・ＭＡＸ＋ＴＣ＋ＴＯＲＥＳ・ＭＡＸ 

ＴＩＲＥＳ・ＭＡＸ＝ＴＩＤＬＹ＋ＴＲ＋Ｔα 

 

ＴＩＤＬＹ ： 入力ディレイタイム 

ＴＲ ： リモートＩ／Ｏスキャンタイム 

Ｔα ： ◎同期モードのとき 

     ・ＴＣ＜ＴＲのときＴα＝ＴＲ 
     ・ＴＣ＞ＴＲのときＴα＝ＴＣ 

   ◎非同期モードのとき 

     ・ＴＣ＜ＴＲのときＴα＝ＴＣ＋ＴＲ 
     ・ＴＣ＞ＴＲのときＴα＝ＴＣ 

 

ＴＯＲＥＳ・ＭＡＸ＝ＴＲ×２＋ＴＯＤＬＹ 

 参 照：同期・非同期モードについて＜７．４ リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング＞ 
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4章  

 設置と配線 
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4.1 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ構成品の準備 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を構成する各局を準備してください。システム構成や設置の条件
と方法について説明します． 

 

4.1.1 親局（マスタユニット） 

親局は、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨまたはＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのシステムに「リモートＩ／Ｏマスタユニット」を装着したも
のです。ＣＰＵユニット１台につき、４台まで装着できます。 

 

■ 実装条件 

 マスタユニットは、基本マザーボードまたは増設マザーボードのＩ／Ｏスロットであればどこでも装着でき
ます。 

 合計で４台まで実装できます。 

 システムの構成条件（増設枚数、電源制限、総延長など）は通常の場合と同じです。 
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■ 実装方法 

 実装および取り外しは、必ず電源を切った状態で行ってください。 

 コネクタの端子部には直接手を触れないようにしてください。接触不良、静電気による素子破壊の原因
になります。 

 

 ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ 
１．ユニットの固定用突起（２カ所）をマザーボードのユニット固定穴に挿入する。 

 

 

２．ユニットを矢印方向に押して、マザーボードに装着する。 

 

 

３．マザーボードに正確に取り付けた後、上部の取り付けネジで固定してください。 

 

 

 参 照：ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨの場合＜ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨハードマニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３２０＞ 
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4.1.2 子局システム（スレーブユニット） 

「ＦＰ２ リモートＩ／Ｏスレーブユニット」または「ＦＰ３ リモートＩ／Ｏスレーブユニット」をＣＰＵユニットの代わ
りに装着することによって、ＦＰ２／３のシステムを、「子局」として親局のＣＰＵユニットで制御することができ
ます。 

■ 実装条件 
・スレーブユニットは、基本マザーボードのＣＰＵスロットに装着してください。 

 

注）ＦＰ２ マザーボードＨタイプをご使用の場合 

・１モジュールタイプの電源ユニットをご使用の場合は、スレーブユニットと電源ユニットの間に１モジュール
分のスペースが生じます。その際、スペースに配線は通さないように注意してください。 

 

・各ボードのＩ／Ｏスロットには、親局でリモート制御するＩ／Ｏとして入出力ユニットや高機能ユニットを装着
してください（実装方法は、前頁のマスタユニットの場合をご参照ください）。 

一部装着できない高機能ユニットがありますのでご注意ください。 

 

・増設枚数の制限は基本マザーボードを含めて３枚です。増設ケーブルは下表の制限を守って使用してく
ださい。その他の電源制限などのシステムの構成条件は通常の場合と同じです。 

 
【例 ＦＰ３ 子局システム】 

   

 
 子局での増設についての制限 

 マザーボードタイプ 接続可能枚数 増設ケーブル 

ＦＰ２ 

標準 最大１枚 
ＡＦＰ２５１０（０．６ｍ） 
ＡＦＰ２５１２（２ｍ） 

Ｈタイプ 最大２枚 総延長 ２．６ｍ以下 

ＦＰ３  最大２枚 
ＡＦＰ３５１０ （５０cm） 
ＡＦＰ３５１１ （１ｍ） 

 参 照：装着できない高機能ユニットについて＜３．２ 性能仕様＞ 
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■ 実装方法 

・実装および取り外しは、必ず電源を切った状態で行ってください。 

・コネクタの端子部には直接手を触れないようにしてください。接触不良、静電気による素子破壊の原因に
なります。 

 

 ＦＰ３ 
１．ユニットの固定用突起（２カ所）をマザーボードのユニット固定穴に挿入する。 

 

 

２．ユニットを矢印方向に押して、マザーボードに装着する。 

 

 

３．マザーボードに正確に取り付けた後、上部と下部を取り付けネジで固定してください。 

 

 参 照：ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨの場合＜ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ ユーザーズマニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３２０＞ 
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4.1.3 Ｉ／Ｏターミナルボード（子局） 

「ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード」は、「子局」として親局のＣＰＵユニットで制御することができるリモートＩ／Ｏシ
ステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の専用Ｉ／Ｏターミナルです。１台で１局を構成し、総子局数内であれば、使用台
数に制限はありません。ＭＩＬコネクタタイプと端子台タイプがあります。 

 

■ 設置方法 

 ＤＩＮレールへの取り付けは、Ｉ／Ｏターミナルボードの取付板に付いている「ＤＩＮレール取付レバー」に
よって行います。 

 

 ご注意： 

衝撃振動の激しい所ではレール取り付けを避け、ネジにて盤に直付けしてご使用ください。 

 

 

 取り付け 
レール取付溝に合わせて押しつけることによりワンタッチで取り付けられます。 

 

 

 取り外し 
レールから外すときは、マイナスドライバなどでレバーを引き出して外してください。 

 

 

 参 照：取付穴寸法について＜１０章 外形寸法図＞ 
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4.1.4 Ｉ／Ｏターミナルユニット（子局） 

「ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット」は、「子局」として親局のＣＰＵユニットで制御することができるリモートＩ／Ｏ
システム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の専用Ｉ／Ｏターミナルです。１台で１局を構成し、総子局数内であれば使用台
数に制限はありません。 

また、増設ユニットを接続することによって、Ｉ／Ｏを必要に応じて構成することができます。 

 

■ Ｉ／Ｏターミナルユニットの増設 

 基本ユニット１台に、増設ユニット１台のみ接続できます。 

（２連結まで可能です。３連結以上はできません） 
 入力または出力、８点または１６点の選択・組み合わせは自由です。 

 増設ユニットには増設コネクタが２ヶ所あります。どちらか１ヶ所のみ使用して、基本ユニットと接続してく
ださい。 

 基本ユニットと増設ユニットを接続するケーブルには、ＰＬ ＭａｒｋⅡ増設ケーブルをご使用ください（増
設ユニットには８ｃｍ長のケーブルが標準で付属しています）。 

 

   
 

■ 設置方法 

 ＤＩＮレールへの取り付けは、Ｉ／Ｏターミナルユニットの底面に付いている「ＤＩＮ取付フック」によって行
います。 

 ご注意： 

振動・衝撃の激しい所ではレール取り付けを避け、ネジにて盤に直付けしてご使用ください。 

 

 取り付け 
取付レール溝に合わせて押しつけることによりワンタッチで取り付けられます。 

 

 取り外し 
レールから外すときは、マイナスドライバなどでレバーを引き出して外してください。 

 

 参 照：取付穴寸法について＜１０章 外形寸法図＞ 
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4.1.5 参考＜チェックフローチャート＞ 

構成した各局について条件を満たしているかチェックするフローチャートです。 

 

①まず、同じマスタユニットに接続する子局についてチェックします。 

 各マスタごとにチェックしてください。 
 

 

 

②１台のＣＰＵユニットで構成するリモートＩ／Ｏシステム全体についてチェックします。 
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4.2 電源投入順序 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を起動させるときの基本手順は次の通りです。 

 

①リモートＩ／Ｏ制御の対象となる子局すべてに電源を投入する。 

 

 

②親局システム（マスタユニットを接続しているシステム）に電源を投入する（この時点で起動している 

  子局を対象にリモートＩ／Ｏ制御を開始します）。 

 

③親局システムのＣＰＵユニットを「ＲＵＮモード」にする。 

 

 

基本手順は以上の通りですが、設定によって、起動後の内容に違いがあります。 

 

4.2.1 リモートＩ／Ｏマップ登録、子局接続確認モード 

リモートＩ／Ｏマップに登録されている子局で電源が投入されていないものがあれば、その子局に電源が投
入されるまで、親局システムに電源を投入して、「ＲＵＮモード」にしても、運転は開始されません（確認の間
ＣＰＵユニットのＰＲＯＧ．ＬＥＤが点滅しています）。もちろん、登録されている子局すべてに電源を投入し
てから、親局システムを起動すると、「ＲＵＮモード」にした時点で制御が開始されます。 

 参 照：＜７．３ 子局接続確認モード＞ 

4.2.2 リモートＩ／Ｏマップ登録、子局接続非確認モード 

リモートＩ／Ｏ制御は、親局システム起動（③）時点で、電源が投入されていた子局だけで行われます。 

リモートＩ／Ｏマップに登録されている子局であれば、親局システムの起動時に起動していなかったもので
も、その子局に電源が投入された時点から制御可能になります。 

 参 照：＜６．２ 現在値マップと登録マップ＞ 

4.2.3 リモートＩ／Ｏマップ非登録モード 

リモートＩ／Ｏ制御は、親局システム起動（②）時点で、電源が投入されていた子局だけで行われます（現在
値モード）。 

この場合は、親局システムよりも電源投入の遅れた子局は受け付けられず、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．がずれて、誤作動
する可能性があります。 

リモートＩ／Ｏ制御の対象になる子局は必ず親局システムの電源投入よりも先に起動させておいてくださ
い。 

すべての子局を起動させてから、最後に親局システムを起動させます。 

 参 照：＜６．２ 現在値マップと登録マップ＞ 

 

  設備等を実際に運転させる場合には、リモートＩ／Ｏマップを登録されることをおすすめします。 
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5.1 リモートＩ／Ｏの接続 

この章では、新たにリモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を組み込むときの接続・設定の方法について
説明します。 

接続・設定は、接続パターンや動作内容に応じて行います。組み込みの際は次の点にご留意ください。 

 

 接続パターン、子局の局Ｎｏ． 

 リモートＩ／Ｏマップ 

 異常発生時の処理 

 リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング 

 リモートプログラミングに使用するプログラミングツール 

 

5.1.1 接続・設定手順の概要 
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5.2 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの接続パターン 

親局（マスタユニット）と子局（スレーブユニット、専用Ｉ／Ｏターミナル等）の接続パターンには、以下に示す
６種類（Ａ～Ｆ）があります。ＦＰ２マルチワイヤリンクユニットの場合は、接続パターンＡ、Ｂのみです。 

 ご注意： 

・以下に示す６種類以外の接続は行わないでください。 

・タコ足配線は絶対に行わないでください。 

・以下の説明図では各局を次のように示しています。 

  

＜親局＞ 

  

＜子局＞ 

○ 

● 

接続ポート 

接続ポート（終端局の場合） 
＊終端局では、終端局設定 

  スイッチをＯＮにしてください。 

5.2.1 接続パターンＡ 

１伝送路（ポートⅠのみ使用）・１系路 

・終端局はマスタユニット（ポート１）と終端の子局です。 

・ポートⅡのみを使用して接続することはできません。 

 

                                注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 

5.2.2 接続パターンＢ 

１伝送路（ポートⅠのみ使用）・２系路 

・終端局は各系統の両端の子局です。 

・ポートⅡのみを使用して接続することはできません。 

  

                             注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 

5.2.3 接続パターンＣ 

２伝送路（ポートⅠ、Ⅱを使用）・各１系路 

・終端局はマスタユニット（ポートⅠ、Ⅱ）と各伝送路の終端の子局です。 

     注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 
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5.2.4 接続パターンＤ 

２伝送路（ポートⅠ、Ⅱを使用）・各２系路 

・終端局は各伝送路の両端の子局です。 
 

 

                                注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 

5.2.5 接続パターンＥ 

２伝送路（ポートⅠ、Ⅱを使用）・Ⅰは１系路、Ⅱは２系路 

 終端局は、ポートⅠ使用の伝送路ではマスタユニットと終端の子局、ポートⅡ使用の伝送路では両端の
子局です。 

 

                                注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 

5.2.6 接続パターンＦ 

２伝送路（ポートⅠ、Ⅱを使用）・Ⅰは２系路、Ⅱは１系路 

 終端局は、ポートⅠ使用の伝送路では両端の子局、ポートⅡ使用の伝送路ではマスタユニットと終端の
子局です。 

 

                               注）ＦＰ２ マルチワイヤユニットはポートⅠのみです。 
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5.3 接続・設定手順 

新たにリモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を組み込むときの接続および各設定の手順を下記の例で
説明します。 

 

5.3.1 準備 

 各機器の電源はＯＦＦにしておいてください。 
 親局、子局の各機器を準備・設置してください。 
ここでは、次の４つの局を用いて手順例を説明していきます。 

  

各局を所定の場所に設置します。 

 

マスタユニット１台で局数３、５スロット、Ｉ／Ｏ：１２８点のリモートＩ／Ｏ制御を行うシステムを構成します。 

このＣＰＵユニットは、通常Ｉ／ＯエリアとリモートＩ／Ｏエリアを合わせて合計８スロット、Ｉ／Ｏ：１７６点の制御
を行うことになります。 

 参 照：親局システム、子局システムの設置について 

         ＜ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ／ＦＰ１０Ｓ ハードマニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３０６＞ 
 
 
親局（マスタユニット） 最大４台／１ＣＰＵ 

子局 １マスタユニット（１系路）あたり 

・最大３２局 

・最大６４スロット 

１ＣＰＵユニットあたり 

・最大１２８スロット 

 ご注意： 

構成に誤りがあると、電源投入時にエラーを検知します。 

［Ｅ３５］子局システムで使用できないユニットが実装されています。 

［Ｅ３６］スロット数またはＩ／Ｏ点数が制限を越えています。 
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5.3.2 手順１ 伝送ケーブルの配線 

設置した各局の間に伝送ケーブル（２線式ケーブル）を配線します。 

 

 伝送ケーブルには、ツイストペアケーブルまたはＶＣＴＦ ０．７５ｍｍ２×２Ｃ（ＪＩＳ）相当品をご
使用ください。 

 伝送ケーブルの長さは、各伝送路ごとに最大伝送距離以下（終端局から終端局まで）としてく
ださい。 

 

 接続方法 
１．接続・配線作業は、マスタユニット側から順次行ってください。 

２．接続は、各局間を渡り配線で行ってください。タコ足配線にならないようにご注意願います。 

３．各局のＲＳ４８５インターフェイスの＋側と＋側、－側と－側を接続してください（下図参照）。 

４．Ｆ．Ｇ．端子には伝送ケーブルのシールド線の片側を接続し、接地してください（図を参照）。 

 

 

 
 配線例 
 

 

  左図は、「接続パターンＢ」にあたります。 

１伝送路の場合は、マスタユニットではポー
トⅠを使用してください。 

 

 参 照：最大伝送距離について＜３．４伝送ケーブル仕様＞ 
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5.3.3 手順２ 親局（マスタユニット）の設定 

マスタユニットについて設定します。 

注）ＦＰ２マルチワイヤリンクユニットは異なります。 

 参 照：＜ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット ＡＲＣＴ１Ｆ２８４ ２．２＞ 

 

■ 伝送ポート（伝送路）の選択 

使用する伝送ポートを選択し、設定してください。動作モード設定スイッチのＳＷ１・ＳＷ２を連動で設定しま
す。 

 

  「手順１」で示した配線例では伝送路が１つですので
ＳＷ１・ＳＷ２をＯＦＦにします。 

 

■ 終端局の設定 

１つの伝送路の末端に接続されている場合は、「終端局」に設定してください。 

 

 設定方法 
動作モード設定スイッチのＳＷ３・ＳＷ４を連動で設定します。 

 

  「手順１」で示した配線例では親局は終端局ではあり
ませんので、ＳＷ３・ＳＷ４をＯＦＦにします。 

 終端局の設定に誤りがある場合、電源投入時にＣＰ
ＵユニットのＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点灯します。（自己診
断エラーコードＥ５１）。 

正しく設定し直した後、再度電源を投入してくださ
い。 

 

■ 交信異常発生時の運転モードの選択 

交信異常が発生したときに、このマスタユニットが構成しているＭＥＷＮＥＴ－Ｆ制御を停止させるか継続す
るかを選択します。動作モード設定スイッチのＳＷ７を設定します。 

 
 

 参 照：交信異常発生時の運転モードは、親局のＣＰＵユニットの設定と関連しています。 

    運転状態などの詳細について＜７．２ 異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御＞ 
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5.3.4 手順３ 子局の設定 

子局（スレーブユニットを実装したシステム、Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニット等）について
設定します。 

 

■ 子局Ｎｏ．の設定 

子局に局Ｎｏ．を設定する場合は次の点にご注意ください。 

 

 １台のマスタユニットあたり３２局まで子局が接続できます（局Ｎｏ．設定範囲：０１～３２）。 

ただし、総Ｉ／Ｏ点数が１０２４点を越えることはできません。 

 同じマスタユニットに接続されている他の子局と局Ｎｏ．が重複しないように設定してください。 

（マスタユニットが異なる場合は重複してもかまいません） 
 Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、局Ｎｏ．の小さい順に割り付けられます。 

 

注）０１～３２以外の番号を設定すると、設定エラーが発生して、リモートＩ／Ｏ制御ができません。設定エラ
ーが発生すると、子局のＡＬＡＲＭ ＬＥＤが点滅します。 

 

 設定方法 
局Ｎｏ．設定スイッチ（ロータリースイッチ）を回して局Ｎｏ．を設定してください。 

 

注１）接続順に局Ｎｏ．を設定する必要はありません。 

注２）局Ｎｏ．に空きがあってもかまいません。 

 

 設定例 
「手順①」で示した子局（イ）を子局Ｎｏ．１、 

 子局（ロ）を子局Ｎｏ．３、 

 子局（ハ）を子局Ｎｏ．４とします。 

 

 

 

 （イ）、（ロ）、（ハ）の順に、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．が割り付けられます。 

Ｉ／Ｏ Ｎｏ．については、「手順４」をご参照ください。 

 参 照： 

 各社マニホールド電磁弁につきましては各々のマニュアルを併せて、ご参照ください。 

 Ｉ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けについて、＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞ 

 

 ご注意： 

電源投入後、局Ｎｏ．設定スイッチを回さないようにご注意ください。 

運転中は電源投入時の局Ｎｏ．で制御しますので支障ありませんが、次回起動時のエラーの原因になりま
す。 
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■ 終端局の設定 

１つの伝送路の末端に接続されている場合は、「終端局」に設定してください。 

「手順１」で示した配線例では、子局（イ）と子局（ハ）が終端局にあたります。 

 

 設定方法 
動作モード設定スイッチのＳＷ１・ＳＷ２を連動で設定します。 

 

  終端局の設定に誤りがある場合、電源投入時にＣＰ
ＵユニットのＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点灯します。（自己診
断エラーコードＥ５１）。 

正しく設定し直した後、再度電源を投入してくださ
い。 

 

 設定例 

 

  終端局でない子局は、動作モード設定スイッチＳＷ
１・ＳＷ２をＯＦＦにしてください。 

 

 

 

 

■ 交信異常発生時の出力 保持／非保持の設定 

交信異常が発生したときに、この子局の出力動作を「ＯＦＦ」させるか「保持」するかを選択します動作モー
ド設定スイッチのＳＷ３を設定します。 
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5.3.5 手順４ システムに電源を投入する 

親局、子局の設置、伝送ケーブルによる配線、局Ｎｏ．、終端局などの設定が終了しましたら、システムに
電源を投入してください。 

電源を投入すると、リモートＩ／Ｏ制御が可能となりますので、動作の確認が可能となります。 

（Ｉ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けなど、ＣＰＵユニットでの設定がおこなえます） 

■ 電源投入・リモートＩ／Ｏ制御の確認 

 手順 
１．リモートＩ／Ｏ制御したい子局すべてに電源を投入し、起動させてください。 

２．親局のＣＰＵユニットを“ＰＲＯＧ．”モードにしてください。 

３．最後に親局システムに電源を投入してください。 

 

注１）親局システムに電源を投入すると、各局のＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）が速い周期で点滅します。 

 ご確認ください。 

注２）ＣＰＵユニットのＰＲＯＧ．ＬＥＤが点滅している場合は、リモートＩ／Ｏマップが既に登録されていること 

 が考えられます。 

 

 確認 
［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］では、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．を割り付けなくても、起動している子局に対して自動的にＩ／Ｏ Ｎｏ．
を割り付けて制御します（このことを「現在値モード」で運転するといいます）。 

（１）上記の手順でシステムを起動すると、「現在値」でのＩ／Ｏ Ｎｏ．割り付けは「手順１」の例では次のよう
になります。 
 

 

  左記の例は、Ｉ／Ｏマップ、ベースワ
ードＮｏ．などがデフォルト値の場合
です。 

 親局：マスタ１ 

ベースワードＮｏ．：６４ 

＊マスタ１系の子局のＩ／Ｏ Ｎｏ．
の先頭は６４０になります。 

 

（２）親局のＣＰＵユニットにシーケンスプログラムを書き込む、あるいは強制入出力を行うことによって、各
局のＩ／ＯをＯＮ／ＯＦＦさせて動作を確認することができます。 

 参 照：＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞、＜７．３ 子局接続確認モード＞ 
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■ リモートＩ／Ｏマップの登録・設定 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］のＩ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けをＣＰＵユニットに登録することができます。 

リモートＩ／Ｏマップを登録すると、 

 電源投入が遅れた子局が存在し、登録してあるＩ／Ｏ Ｎｏ．で制御できます（Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、ずれ 

 ません）。 

 すべての子局に電源投入されるまでプログラムの実行を待機させることもできます。 

また、ツールソフトを使用すると、任意に割り付けることもできますので、 

 子局を追加する予定があるとき、必要なＩ／Ｏ点数をあらかじめ確保しておくことができます。 

 リモートＩ／Ｏの点数が多いとき、リモートＩ／Ｏで使用するＩ／Ｏエリアを拡げることができます。 

 

 設定方法 
プログラミングツールを操作して登録します。 

 ＦＰプログラマを使用（現在値の登録のみ） 
 ＯＰ－５２操作 

 ツールソフトを使用 

 リモートＩ／Ｏ割付 

 

注）各プログラミングツールの操作マニュアルをご参照ください。 

 

 Ｉ／Ｏ割り付け例 
［子局Ｎｏ．２（Ｉ／Ｏ ８０点使用）を後で追加する場合］ 
 

 

  左記は、任意のＩ／Ｏ割り付けの例
です。。 

 ベースワードＮｏ．（デフォルト値は６
４）変更することも可能です。 

 

 

 ６８０～７２Ｆ（追加予定のＮｏ．２用）
は使用していません。子局Ｎｏ．２を
追加した時に６８０～７２Ｆを割り付
けます。 

 

 

 「登録」すると、例えばＮｏ．４は必ず
Ｘ７５０～Ｘ７５Ｆ、Ｙ７６０～Ｙ７６Ｆで
制御されます。 

 

 参 照：＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞、＜７．３ 子局接続確認モード＞ 

 ここがポイント： 

 Ｉ／Ｏマップは一度登録するとバックアップされます。 

 Ｉ／Ｏマップの受け付けは、親局システムに電源を投入した時に行われますので、登録内容での運転は
次回電源投入時からになります。 
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■ ＣＰＵユニットの設定 

ＣＰＵユニットのシステムレジスタ設定で、リモートＩ／Ｏ制御の動作内容を設定することができます。運転内
容に応じて設定してください。 

 

ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ関係のシステムレジスタは次のとおりです。 

Ｎｏ．２７ 交信異常発生時のＣＰＵユニット運転継続／停止 

Ｎｏ．２８ 子局上のユニット異常時のＣＰＵユニット運転継続／停止 

Ｎｏ．３５ 子局接続確認／非確認（Ｉ／Ｏマップ登録時のみ有効） 

Ｎｏ．３６ リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング 

 

設定は、ＦＰプログラマまたはツールソフトを使用して行います。操作の詳細については、各プログラミング
ツールの操作マニュアルをご参照ください。 

 

 

 参 照： 

 Ｎｏ．２７、Ｎｏ．２８の内容について、＜７．２ 異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御＞ 

 Ｎｏ．３５の内容について、＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞および＜７．３ 子局接続確認モード＞ 

 Ｎｏ．３６の内容について、＜７．３ リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング＞ 

 

 ここがポイント： 

 システムレジスタ設定は一度登録すると、バックアップされます。 



6-1 

6章  

 リモートＩ／Ｏマップ 
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6.1 リモートＩ／Ｏマップ 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の子局のＩ／Ｏは、通常のシステムでのＩ／Ｏと同様、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．
を割り付けて制御します。この［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］でのＩ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けを「リモートＩ／Ｏマップ」とい
います。 

この章では、子局のＩ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けについて説明します。 

 

6.1.1 リモートＩ／Ｏマップの構成 

子局のＩ／Ｏ Ｎｏ．は、つぎのように割り付けられます。 

 

１．マスタユニットごとに設定されている先頭Ｎｏ．から割り付けます。 

  この先頭Ｎｏ．を ベースワードＮｏ． といいます（ワード単位設定）。 

  マスタユニットは、１つの親局に４台まで装着可能です。 

  ＣＰＵユニットに近い順に「マスタ１」、「マスタ２」、「マスタ３」、「マスタ４」といいます。 

２．局Ｎｏ．の小さい順に、各局にＩ／Ｏ Ｎｏ．が割り付けられます。 

  局Ｎｏ．は、接続の順番にかかわりなく設定できます。Ｉ／Ｏ Ｎｏ．も接続の順番ではなく、局Ｎｏ．の 

  順に割り付けられます。 

３．Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、接続しただけで、上記の条件にもとづいて自動的に割り付けられます。 

  （現在値モード時） 
  ツールソフトを使用している場合、ベースワードＮｏ．を変更したり、装着状態とは別に任意に 

  Ｉ／Ｏ Ｎｏ．を割り付けて登録することができます。 

 

 

ベースワードＮｏ．がデフォルト値の場合の各経路の使用可能Ｉ／Ｏは次の通りです。 

 

 

 

リモートＩ／Ｏの点数が多い場合、ツールソフトを使用してベースワードＮｏ．を変更することによって、Ｉ／Ｏ
を多く必要とする系路の使用エリアを広げて、他のエリアを縮めたりすることもできます。 
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6.1.2 各子局のＩ／ＯＮｏ．割り付け時のご注意 

ある局の開始Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、その前のＮｏ．の局の最終Ｉ／Ｏ Ｎｏ．の次になります。 

ある局の最終Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、占有するＩ／Ｏ点数にもとづきます。局Ｎｏ．が最も小さい局はベースワードＮ
ｏ．にもとづいたＩ／Ｏ Ｎｏ．から開始されます。 

 

■ ＦＰ２／ＦＰ３子局システム（スレーブユニット） 

Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、通常のシステム同様、装着したＩ／Ｏユニット、高機能ユニットの占有Ｉ／Ｏ点数にしたがっ
て割り付けられます。スレーブユニットに近いユニットから順にＩ／Ｏ Ｎｏ．は、割り付けられます。 

 

 

■ Ｉ／Ｏターミナルボード 

 ＭＩＬコネクタタイプおよび端子台タイプ［トランジスタ出力］は、入力１６点・出力１６点の順に計３２点が割
り付けられます。 

 端子台タイプ［リレー出力］は、Ｉ／Ｏマップでは入力１６点・出力１６点で固定ですが、実際に制御できる
のは入力１６点と出力８点です。割り付けられているＩ／Ｏ Ｎｏ．の後半８点（Ｙ□８～Ｙ□Ｆ）は内部リレ
ーとして使用できます。 

 

■ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

 単独で使用する場合や増設した場合、また増設の組み合わせによって占有するＩ／Ｏ点数が変わりま
す。 

使用形態 Ｉ／Ｏマップ割付 

入力基本ユニット １６Ｘ 

出力基本ユニット １６Ｙ 

入力基本ユニット＋入力増設ユニット ３２Ｘ 

出力基本ユニット＋出力増設ユニット ３２Ｙ 

入力基本ユニット＋出力増設ユニット １６Ｘ１６Ｙ 

出力基本ユニット＋入力増設ユニット １６Ｘ１６Ｙ 

注１） ８点ユニットの場合も１６点を占有します。出力ユニットの場合、後半８点（Ｙ□８～Ｙ□Ｆ）は内部リレ 

 ーとして使用できます。 

注２） 入力＋入力、出力＋出力の組み合わせでは基本ユニット側からＩ／Ｏ Ｎｏ．が割り付けられます。 

注３） 入力ユニットと出力ユニットを組み合わせた場合は、どちらが基本ユニットであっても、入力１６点・出 

 力１６点の順に割り付けられます。出力基本ユニットのみで使用している場合、後から入力増設ユニ 

 ットを追加しますと、出力のＩ／Ｏ Ｎｏ．が変わりますのでご注意ください。 

 

 参 照：Ｉ／Ｏ Ｎｏ．の割り付けについては各機器のユーザーズマニュアルをご参照ください。 
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■ 接続した状態でのＩ／Ｏ割り付けの例 

ツールソフトを使用すると、親局システムのＩ／Ｏ割り付けが変更できます。 

 マスタユニット（１６点占有）を０点占有（０ＳＥ）に変更できます。 

 空きスロットを０点占有（０Ｅ）に変更できます。 

変更しても、子局のＩ／Ｏ割り付けには影響ありません。 

 

 

■ ひとつの系路を例に接続した状態でのリモートＩ／Ｏの割り付け 

ツールソフトを使用すると、リモートＩ／Ｏ割り付けが変更できます。 

空きスロットを０点占有（０Ｅ）に変更できます。 

リモートＩ／Ｏ割り付けを変更しても、親局システムのＩ／Ｏ割り付けには影響ありません。 
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6.2 現在値マップと登録マップ 

リモートＩ／Ｏマップは、システムの起動時にＣＰＵユニットに受け付けられる子局のＩ／Ｏの割り付けです。
以降そのＩ／Ｏマップにしたがって、リモートＩ／Ｏ制御が行われます。 

（１）親局のＣＰＵユニットに電源を投入したときに起動している子局を対象に自動的に割り付けられるＩ／Ｏ 

 マップで運転する場合（現在値マップによる制御） 
（２）ＣＰＵユニットにあらかじめＩ／Ｏマップを登録しておき、それで運転する場合（登録マップによる制御） 
があります。 

 

設備等を実際に運転させる場合には、登録マップによる制御をおすすめします。 

 

 

6.2.1 現在値マップによる制御 

ＣＰＵユニットにリモートＩ／Ｏマップが登録されていない状態（注）では、システムを起動すると、既に、電源
が投入されている子局のみを対象にして、自動的にリモートＩ／Ｏマップを構成し、そのマップにもとづいて
Ｉ／Ｏ制御が行われます（ベースワードＮｏ．は設定にしたがいます）。 

 

 ご注意： 

 ＣＰＵユニット出荷時には、リモートＩ／Ｏマップは登録されておりません。登録については、次項をご参
照ください。 

 ＣＰＵユニットのシステムレジスタを初期化すると、リモートＩ／Ｏマップが登録されていても初期化されま
す。システムレジスタの初期化は、プログラミング機器を操作しています。 

  ＦＰプログラマ：ＯＰ－５１操作を実行します。 

  ＦＰＷＩＮ ＧＲ：【ＰＬＣシステムレジスタ設定】の［初期化］を実行します。 

＊リモートＩ／Ｏマップの登録だけを初期化することはできません。同時に他のシステムレジスタ設定内容
されますので、ご注意願います。また、ベースワードＮｏ．も初期化されます。 

 

   

 Ｎｏ．２のＩ／Ｏターミナルボードに電源が投入されていないため、現在値モードではＮｏ．１とＮｏ．３のみ
でリモートＩ／Ｏマップを構成します。 

Ｎｏ．２の子局は、後から起動させても、リモートＩ／Ｏマップには受け付けられません。 

 システム構築の途中でも部分的に接続することによって、試験的にリモートＩ／Ｏ制御を行うことができま
す。 

 ご注意： 

 現在値マップによる運転を行うときは、必ず親局システムに電源を投入する前に、Ｉ／Ｏ制御したい子局
に電源を投入してください。 

起動の遅れた子局は後で起動しても受け付けられません。この子局の分のＩ／Ｏは飛ばして割り付けら
れます。この子局以降のＮｏ．の子局のＩ／Ｏ Ｎｏ．はこの子局が起動している場合と異なりますので、ご
注意ください。 

 親局システムに電源を投入した時に、終端局が接続されていない（断線、電源投入遅れなど）と、「終端
局エラー」になります。 

この場合は，一旦電源を切り、断線等を処置してから起動し直してください。 
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6.2.2 登録マップによる制御 

ＣＰＵユニットにリモートＩ／Ｏマップを登録すると、バックアップされて、常に同じＩ／Ｏマップにもとづいて、Ｉ
／Ｏ制御が行われます（ベースワードＮｏ．は設定にしたがいます）。 

 親局システムに電源を投入したときに、まだ起動していない子局があっても、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、ずれませ
ん。 

 親局システムに電源を投入したときに起動していなかった子局も、起動した時点で受け付けられて制御
可能になります。 

 「子局接続確認モード」（システムレジスタＮｏ．３５で１に設定）にすると、登録されているすべての子局が
起動してから運転を開始します。 

 参 照：「子局接続確認モード」について＜７．３ 子局接続確認モード＞ 

 

   
 子局Ｎｏ．２が起動していない、または接続されていない例です。Ｎｏ．２のＩ／Ｏを含めて登録されている
ので、Ｎｏ．２の起動または接続時には、そのＩ／Ｏ Ｎｏ．で制御されます。 

 ご注意： 

Ｉ／Ｏマップを登録すると、登録内容のちがう構成の場合、正しく動作しません。 

 Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニット、Ｉ／ＯリンクユニットのＩ／Ｏ登録がちがっている場合は
「リモートＩ／Ｏターミナル登録異常」（自己診断エラーＥ３８）が検知されます。 

 登録してあるＮｏ．の子局がない場合、その局Ｎｏ．の子局が接続されていないとみなして、接続待ち状
態になります（子局接続確認モード時）。 

 

■ 登録の仕方 

リモートＩ／Ｏマップの登録のしかたは２種類あります。 

 

 現在値マップを「登録」する場合 
リモートＩ／Ｏマップが登録されていない状態で親局システムを起動させたときに自動的に割り付けるマップ
（前項参照）を、通常のＩ／Ｏマップ（親局システム上のＩ／Ｏの割り付け）とともに登録します。 

【手順】 １．登録したいシステムを、子局、親局の順で起動させます（Ｉ／Ｏ Ｎｏ．割り付けが自動的におこ 

 なわれます。 

  ２．「実装Ｉ／Ｏの割り付け状態登録」を実行します。 

  ・ＦＰプログラマ：ＯＰ－５２操作を実行します。 

  ・ＦＰＷＩＮ ＧＲ：【リモート割付】を実行してください。 

 

 

ＦＰプログラマを操作するとき、ＯＰ－５２（Ｉ／Ｏ割付登録）とＯＰ－５１（システムレジスタ初期化）を間違えな
いようにご注意願います。 

 
 任意のマップを設定して「登録」する場合 
実装状態や通常のＩ／Ｏマップとは別に、任意にリモートＩ／Ｏマップを作成し、登録します。 

【手順】 ＦＰＷＩＮ ＧＲの【リモートＩ／Ｏ割付】を実行してください。 

  ＊ＦＰプログラマでは任意のマップを設定することはできません。 
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6.3 リモートＩ／Ｏマップの任意割付 

ツールソフトを使用して、リモートＩ／Ｏマップを実装状態とは別に任意に作成して、ＣＰＵユニットに登録し、
そのＩ／ＯマップにもとづいてリモートＩ／Ｏ制御を行うことが可能です。リモートＩ／Ｏマップを作成する際の
注意点について説明します。 

 ご注意： 

 ＦＰプログラマではＩ／Ｏマップを任意に作成することはできません。 

 ツールソフトＦＰＷＩＮ ＧＲの操作、Ｉ／Ｏマップの作成・登録方法の詳細については、「Ｃontrol ＦＰＷＩ
Ｎ ＧＲ 導入ガイド」をご参照ください。 

 

6.3.1 ベースワードＮｏ．の設定 

各マスタユニットごとに、「ベースワードＮｏ．」（各系路の先頭Ｉ／Ｏ Ｎｏ．）を任意に設定することができま
す。 

これにより、各系路で必要なＩ／Ｏ点数を確保したり、リモートＩ／Ｏで使用するエリアと通常のエリア（親局シ
ステム上のＩ／Ｏ）の区分けを変えることができます。 

 

 設定範囲 
各マスタユニットについて、０～５１１（ワード単位設定） 
注）ＣＰＵユニット、マスタユニットの組み合わせにより異なります。 

 

【例】マスタ３のベースワードＮｏ．を、１１２から１０４に変更すると、マスタ３の系路で１０４０～１１９Ｆの２５６点 

 のＩ／Ｏが制御可能になります。 

 ただし、次の条件を満たすように設定してください。 

 
 設定条件 
通常Ｉ／Ｏエリアの最終Ｉ／Ｏ Ｎｏ． ＜ マスタ１のベースワードＮｏ． 

マスタ１のベースワードＮｏ．  ＜ マスタ２のベースワードＮｏ． 

マスタ２のベースワードＮｏ．  ＜ マスタ３のベースワードＮｏ． 

マスタ３のベースワードＮｏ．  ＜ マスタ４のベースワードＮｏ． 

 

［条件１］ 
マスタユニットの実装位置がＣＰＵユニットに近い順にベースワードＮｏ．を設定してください。 

あるマスタユニットのベースワードＮｏ．を、それよりもＣＰＵユニットに近い位置に実装されているマスタユニ
ットのベースワードＮｏ．よりも小さく設定することはできません。 
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［条件２］ 
通常Ｉ／Ｏエリアとマスタ１で使用するエリア、マスタ１とマスタ２、マスタ２とマスタ３、マスタ３とマスタ４の間で
Ｉ／Ｏマップを重複して割り付けることはできません。 

＊重複させると、「リモートＩ／Ｏマップ重複エラー」（Ｅ３７）になります。 

 

［条件３］ 
マスタ１のベースワードＮｏ．を０に設定すると、メモリエリアは全てリモートＩ／Ｏ用になります。この場合、親
局システム上ではＩ／Ｏユニットや高機能ユニットは使用できません。 

親局システムに実装されている各ユニット（マスタユニットを含む）のＩ／Ｏ種類・点数を「０ＳＥ」（高機能ユニ
ット）、「０Ｅ」（Ｉ／Ｏユニット）に設定してください。 

 

 

 

6.3.2 占有スロット数の設定 

各子局ごとに、「占有スロット数」を設定します。 

 マスタユニット１台あたりの最大制御スロット数は６４です。 

 スレーブユニットで構成する子局システムの場合、最大２４スロットまで制御できます。使用するスロット数
ではなく、空きスロットも含めた数を指定してください。 

＊ただし、３スロットや５スロットのボードを８スロットとして扱う必要はありません。 

 Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニットは１スロットを設定してください。 

 

 

6.3.3 Ｉ／Ｏ種類・点数の設定 

各スロットごとに、使用する、または使用する予定のＩ／Ｏの種類と占有点数を設定します。空きスロットを使
用しない場合は、「０Ｅ」を設定すると、実際に接続されているユニットのＩ／Ｏ Ｎｏ．が連続となり、空きＩ／
Ｏ Ｎｏ．がなくなります。 

 

 
 

 マスタユニット１台あたりの最大制御Ｉ／Ｏ点数は、４０９６点です。 

 Ｉ／Ｏターミナルユニットの８点ユニットは、１６点を占有します。 

 高機能ユニットのＩ／Ｏ種類・占有点数は各マニュアルをご参照ください。 
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7章  

 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの

動作モード設定 
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7.1 動作モードの切り替え方法（システムレジス

タの設定） 

7.1.1 変更出来る動作モード 

■ 異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御 

伝送ケーブルが断線したり子局の一つが動作しなくなった場合の動作内容を選択できます。 

 運転を停止するか、残りのリモートＩ／Ｏを対象に運転を続けるかどうか 

 異常が発生したことをＬＥＤでチェックできるようにするかどうか 

■ 子局接続確認モード 

リモートＩ／Ｏマップを「登録」している場合に、登録している全ての子局が起動するのを待ってリモートＩ／
Ｏ制御を開始することができます。 

 参 照：リモートＩ／Ｏマップの登録について＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞ 

■ リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング 

リモートＩ／Ｏ制御のリフレッシュ（制御内容の処理）のタイミングを親局システムの通常Ｉ／Ｏ制御のリフレッ
シュと同期させるかどうかを選択できます。 

リモートＩ／Ｏ制御点数が多いと１スキャンにかかる時間が長くなりますので非同期にすると、通常Ｉ／Ｏ制
御のスキャンタイムを短縮することができます。 

 

7.1.2 動作モードの切り替え方法 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］制御の動作モードは、ＣＰＵユニットのシステムレジスタ設定で切り替えます。 

システムレジスタ設定は、プログラミング機器を使用しておこないます。 

 ＦＰプログラマ：ＯＰ－５０操作 

 ＦＰＷＩＮ ＧＲ：【ＰＬＣシステムレジスタ設定】の［異常時運転］および［リモートＩ／Ｏ設定］ 
＊設定変更手順の詳細については、ＦＰプログラマまたはツールソフトＦＰＷＩＮ ＧＲをご参照ください。 

 ご注意： 設定変更時のご注意 

設定するときは、親局システムのＣＰＵユニットをＰＲＯＧ．モードにしてください。 

 

7.1.3 リモートＩ／Ｏ制御に関するシステムレジスタ一覧 

アドレス（Ｎｏ．） 説明 デフォルト値 設定値と内容 

２７ 
リモートＩ／Ｏ交信異常発生時のＣＰＵユニット
の運転（伝送異常、回線異常） 

０ 
０：運転停止 

１：運転継続 

２８ 

スレーブユニットを装着しているマザーボード
上のＩ／Ｏユニットに異常が発生した時のＣＰ
Ｕユニットの運転 

０ 
０：運転停止 

１：運転継続 

３５ 
Ｉ／Ｏマップ登録モード時の子局接続確認モ
ードの設定 

１ 
０：接続確認しない 

１：接続確認する 

３６ リモートＩ／Ｏリフレッシュ方式の選択 ０ 
０：スキャン同期 

１：スキャン非同期 
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7.2 異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］で異常が発生した場合の動作内容を選択できます。 

リモートＩ／Ｏ制御で発生する異常には、次の２種類があります。 

 

■ 交信異常 

子局の電源切れや伝送ケーブルの断線により親局と子局が交信できなくなった場合、「交信異常」を検知
します。 

 

■ 子局システムに接続されているユニットの異常 

スレーブユニットを装着しているシステムに接続されている入出力ユニットや高機能ユニットが照合異常や
暴走などの異常を起こした場合に「子局上のユニットの異常」を検知します。 

 

 

上記の異常が発生した場合のリモートＩ／Ｏ制御の内容を、ＣＰＵユニットのシステムレジスタ設定やマスタ
ユニットの動作モード設定スイッチの設定を組み合わせて、変更することができます。交信異常時の動作
の選択、ユニット異常時の動作の選択を組み合わせて、設定してください。 

設定個所 設定内容 

ＣＰＵユニット 

システムレジスタＮｏ．２７ 交信異常発生時の運転 

システムレジスタＮｏ．２８ 
子局上のユニットに異常が発生 

した時の運転 

マスタユニット 

動作モード設定スイッチ 

ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット：ＳＷ１ 

ＦＰ３マスタユニット：ＳＷ７ 

異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御 

子局 

動作モード設定スイッチ  

ＦＰ２ リモートＩ／Ｏスレーブユニット：ＳＷ１ 

その他子局：ＳＷ３ 

交信異常時の出力保持、 

非保持（ＯＦＦ） 
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7.2.1 交信異常発生時の運転 

「交信異常」は、子局の電源切れや伝送ケーブルの断線によって、親局と子局が交信ができなくなったこと
をいいます。 

注）異常が発生すると、「リモートＩ／Ｏ交信異常」（自己診断エラーコードＥ４６）が検知されます。交信でき
なくなった子局は、特殊データレジスタＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）～ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）にて確認できま
す。 

 参 照：＜９．４ 異常子局の確認＞ 

   

 

１．正常な子局の運転 
交信異常が発生した場合、正常な子局については、つぎの４種類の動作が選択できます。 

○：運転継続 ×：運転停止 

動作モード種別 

システムレジスタ 
マスタ 

ユニット 
交信異常発生時の動作 

処置後の 

復帰方法 
Ｎｏ．２７ Ｎｏ．２８ 

ＳＷ１／

ＳＷ７注１） 

通常 

Ｉ／Ｏ 

子局のリモートＩ／Ｏ 
注３） 

①Ｉ／Ｏ運転停

止［１］ 
０ － ＯＦＦ × ×（ＣＯＭＭ変化する） 親局を再起動 

②Ｉ／Ｏ運転停

止［２］ 
０ － ＯＮ × ×（ＣＯＭＭ変化なし） イニシャライズ 

③リモートＩ／Ｏ

運転のみ停止 
１ － ＯＦＦ ○ ×（ＣＯＭＭ変化する） 親局を再起動 

④Ｉ／Ｏ運転継

続 
１ － ＯＮ ○ ○（断線局を除く） 

異常原因を除く
と、自動復帰  
注２） 

注１） ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット：ＳＷ１、ＦＰ３マスタユニット：ＳＷ７ 

注２） 交信できなくなっていた子局については、交信異常を修復する（ケーブルを接続する、電源を再投 

 入する）と、その時点で制御を再開します。 

注３） ＣＯＭＭ：子局のＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ） 
 

交信異常が発生した場合、リモートＩ／Ｏ制御を停止するように設定している場合は交信可能な子局の出
力がＯＦＦになります。 

子局の動作モード設定スイッチＳＷ３（出力保持／非保持）の状態には関係ありません。 

 

 各設定での交信異常発生時の動作について説明します。 
①Ｉ／Ｏ運転停止［１］ 
・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２７：０（運転停止モード） 
・マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ１／７：ＯＦＦ（運転停止モード） 
 

［動作内容］ 
・すべてのＩ／Ｏ運転を停止します。 

・正常な親局および子局では、「ＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）」が正常時よりもゆっくり点滅（１ｓ周期） 
 しますので、交信異常が発生したことがわかります。 

［処置］ 
異常原因（伝送ケーブル断線など）を取り除いてから、親局システムの電源を再投入してください。 
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②Ｉ／Ｏ運転停止［２］ 
・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２７：０（運転停止モード） 
・マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ１／７：ＯＮ（運転継続モード） 
 

［動作内容］ 
・すべてのＩ／Ｏ運転を停止します。 

・正常な親局および子局では、「ＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）」が正常時と変わりません（０．２ｓ周期点
滅）。 

 

［処置］ 
異常原因（伝送ケーブル断線など）を取り除いてから、親局システムをＲＵＮモードのままでイニシャライズ 

してください。 

 

③リモートＩ／Ｏ運転のみ停止 

・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２７：１（運転継続モード） 
・マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ１／７：ＯＦＦ（運転停止モード） 
 

［動作内容］ 
・リモートＩ／Ｏ運転のみを停止します。親局システム上のＩ／Ｏについては動作を継続します。 

・正常な親局および子局では、「ＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）」が正常時よりもゆっくり点滅（１ｓ周期） 
 しますので、交信異常が発生したことがわかります。 

 

［処置］ 
異常原因（伝送ケーブル断線など）を取り除いてから、親局システムの電源を再投入してください。 

 

④Ｉ／Ｏ運転継続 

・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２７：１（運転継続モード） 
・マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ１／７：ＯＮ（運転継続モード） 
 

［動作内容］ 
・交信できなくなった子局以外の正常な子局および親局システム上のＩ／Ｏを対象に動作を継続します。 

・正常な親局および子局の「ＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）」が正常時と変わりません（０．２ｓ周期点滅）。 

 

［処置］ 
異常原因（伝送ケーブル断線など）を取り除くと、交信できなくなった子局は、自動的に復帰します。 

ただし、ＣＰＵユニットの「ＥＲＲＯＲ ＬＥＤ」は点灯したままになっていますので、ＲＵＮモードのまま、ＣＰＵ
ユニットのイニシャライズスイッチをＯＮにして、消灯させてください。 

 

 

 

２．交信できなくなった子局の出力状態 
親局と交信できなくなった子局の出力状態を保持することができます。子局の動作モード設定スイッチを 

ＯＮにしてください。 

交信異常が発生した時点で、出力がＯＮになっていればＯＮしつづけます。 

動作モード設定スイッチをＯＦＦにしている場合、交信異常が発生すると約２秒後に出力はすべてＯＦＦに
なります。 

＊ＣＰＵユニットの設定（システムレジスタＮｏ．２７、動作モード設定スイッチＳＷ７）には関係ありません。 
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7.2.2 子局システムに接続されているユニットに異常が発生した
時の運転 

スレーブユニットを装着して構成されている子局システムに接続されている入出力ユニットまたは高機能ユ
ニットが暴走などの異常を起こした場合にＩ／Ｏ運転を停止するか継続するかを選択できます。 

異常が発生すると、「リモートＩ／Ｏ子局上のユニット異常」（自己診断エラーコードＥ４７）が検知されます。
異常ユニットを接続している子局システムは、特殊データレジスタＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）～ＤＴ９１３７（ＤＴ
９０１３７）が確認できます。 

 参 照：＜９．４ 異常子局の確認＞ 

 

 

子局システム上のユニットに異常が発生した場合、次の３種類の動作が選択できます。 

 ○：運転継続  ×：運転停止 

動作モード種別 

システムレジスタ 
マスタ 

ユニット 
交信異常発生時の動作 

処置後の 

復帰方法 
Ｎｏ．２７ Ｎｏ．２８ 

ＳＷ１／

ＳＷ７注１） 

通常 

Ｉ／Ｏ 

子局のリモートＩ／Ｏ 
注２） 

①Ｉ／Ｏ運転停止 － ０ － × ×（ＣＯＭＭ変化なし） 親局を再起動 

②Ｉ／Ｏ運転継続

［１］ 

０ １ － 
○ ○ 親局を再起動 

１ １ ＯＦＦ 

②Ｉ／Ｏ運転継続

［２］ 
１ １ ＯＮ ○ ○ 

ユニットに異
常が発生した
子局を再起動 

注１） ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット：ＳＷ１、ＦＰ３マスタユニット：ＳＷ７ 

注２） ＣＯＭＭ：子局のＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ） 
 

 

 

 各設定での交信異常発生時の動作について説明します。 
 

①Ｉ／Ｏ運転停止 

・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２８：０（運転停止モード） 
注）システムレジスタＮｏ．２７、動作モード設定スイッチＳＷ１／ＳＷ７の設定はどちらでも構いません。 

 

［動作内容］ 
・すべてのＩ／Ｏ運転を停止します。 

・接続されている正常な子局の「ＣＯＭＭ．ＬＥＤ（ＣＯＭ．ＬＥＤ）」が正常時と変わりません 

 （０．２ｓ周期点滅）。 

・子局の出力はＯＦＦになります。 

 

［処置］ 
異常ユニットを正常ユニットと交換してから、親局システムの電源を再投入してください。 
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②Ｉ／Ｏ運転継続［１］ 
・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２８：１（運転継続モード） 
・動作モード設定スイッチＳＷ１／ＳＷ７：ＯＦＦ（運転停止モード） 
注）システムレジスタＮｏ．２７はどちらでも構いません。また、Ｎｏ．２７が０の時は、ＳＷ７はＯＮでも構いませ
ん。 

 

［動作内容］ 
・リモートＩ／Ｏおよび親局システム上のＩ／Ｏの運転を継続します。 

 異常ユニットが発生した子局システムについても、その他の入出力ユニット、高機能ユニットのＩ／Ｏ運転 

 は正常に行われます。 

 

［処置］ 
異常ユニットを正常ユニットと交換してから、ＣＰＵユニットの電源を再投入してください。 

 

③Ｉ／Ｏ運転継続［２］（自動復帰） 
・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２８：１（運転継続モード） 
・ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．２７：１（運転継続モード） 
・動作モード設定スイッチＳＷ１／ＳＷ７：ＯＮ（運転継続モード） 
 

［動作内容］ 
・リモートＩ／Ｏおよび親局システム上のＩ／Ｏの運転を継続します。 

 異常ユニットが発生した子局システムについても、その他の入出力ユニット、高機能ユニットのＩ／Ｏ運転 

 は正常に行われます。 

 

［処置］ 
異常ユニットを正常ユニットに交換してから、そのユニットが接続されている子局システムに電源を再投入
すると、自動的に復帰します。 

ただし、ＣＰＵユニットの「ＥＲＲＯＲ ＬＥＤ」は点灯したままになっていますので、ＲＵＮモードのまま、ＣＰＵ
ユニットのイニシャライズスイッチをＯＮにして、消灯させてください。 

 

 

参考： 
異常発生時の動作モードは、システムレジスタや動作モード設定スイッチの組み合わせで下記例のように
設定します。 

 

【例】 
交信異常が発生した場合、リモートＩ／Ｏ制御のみを停止させる。ただし、交信できなくなった子局の出力
がＯＮになっている場合は保持する。子局システム上のユニットに異常が発生した場合は運転をそのまま
続ける。 

 

【設定】 
・システムレジスタＮｏ．２７：１ 

・システムレジスタＮｏ．２８：１ 

・マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ１／ＳＷ７：ＯＦＦ 

・子局の動作モード設定スイッチＳＷ３：ＯＮ 
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7.3 子局接続確認モード 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を起動するとき（親局システムに電源を投入するとき）、登録子局
がすべて接続されてから運転を開始するか接続を持たずに運転を開始するかをシステムレジスタで選択
できます。 

 

・出荷時は、「子局接続確認モード」に設定されています。 

・設定は、ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．３５の設定で行います。 

・「子局接続確認モード」は、リモートＩ／Ｏマップが登録されていることが必要です。リモートＩ／Ｏマップ 

 が登録されていない場合は、「子局接続確認モード」に設定しても無効です。 

 参 照：＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞ 

7.3.1 子局接続確認モード 

 設定  
システムレジスタＮｏ．３５：全子局の接続を待って運転開始    

                タイムアウト時間 初期値＝タイムアウト無し（無限待ち） 
                タイムアウト時間は、０～２５５秒で設定できます。 

 動作内容 
親局システムに電源を投入し、ＲＵＮモードにした時点で起動していない登録子局があれば、子局接続待
ち状態になり、運転は開始されません（この間、ＣＰＵユニットのＰＲＯＧ．ＬＥＤが点滅しています。またマス
タユニットおよび起動している各子局のＣＯＭＭ．ＬＥＤ（またはＣＯＭ．ＬＥＤ）は速く点滅して、正常に起
動していることを示しています）。 

リモートＩ／Ｏマップに登録されているすべての子局に電源が投入された時点で、実際の制御が可能にな
ります。 

 

 

タイムアウト時間を設定した場合は、 

指定した時間が経過すると、 

自己診断エラーＥ４４：リモート子局接続

タイムアウトを報知し、運転するかしない

かは、システムレジスタ２５の設定に従っ

て動作します。 

 

指定された時間内に子局の電源を投入

してください。 

 ご注意： 

「接続待ち状態」には、次の場合があります。 

 ①子局に電源が投入されていない。 

 ②伝送ケーブルが断線している。 

 ③登録マップにあるＮｏ．の子局が、実際の配線に含まれていない。 

 ④局Ｎｏ．設定が登録マップにないものになっている。 

注）③、④の場合は局Ｎｏ．を設定し直した後、一旦電源を切って再投入してください。 

 

7.3.2 子局接続非確認モード 

 設定  
システムレジスタＮｏ．３５：全子局の接続待たずに運転開始 

 動作内容 
親局システムに電源を投入し、ＲＵＮモードにした時点で既に起動している子局を対象に実際の制御を開
始します。 

リモートＩ／Ｏマップに登録されている子局は、親局の起動に遅れて電源投入されても、電源投入時点から
リモートＩ／Ｏ制御が可能になります。 
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7.4 リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミング 

リモートＩ／Ｏ制御を行っている場合、通常Ｉ／Ｏ（親局システム上のＩ／Ｏ）のスキャンとリモートＩ／Ｏのスキ
ャンの両方が終わった時点で、リフレッシュ動作（制御内容の処理）を行いますと（スキャン同期）、子局数
や制御Ｉ／Ｏ点数が多いためにリモートＩ／Ｏスキャンが長くかかり、通常Ｉ／Ｏスキャンに待ち時間ができて
しまいます。 

このような場合に、リモートＩ／Ｏリフレッシュ方式を「スキャン非同期」にすると、リモートＩ／Ｏスキャンの終了
を待たずに通常Ｉ／Ｏをリフレッシュしますので、スキャン時間の待ち時間を解消することができます。 

 

・出荷時は、「スキャン同期」に設定されています。 

・設定は、ＣＰＵユニットのシステムレジスタＮｏ．３６の設定で行います。 

・「スキャン非同期モード」は、リモートＩ／Ｏスキャンが通常スキャンよりも長くかかる場合に有効です。 

 リモートＩ／Ｏスキャンが通常スキャンよりも短い場合は「非同期」に設定していても、通常スキャンに同期 

 してリフレッシュを行います。 

7.4.1 スキャン非同期モード 

 設定  
システムレジスタＮｏ．３６：１ 

 

 動作内容 
・リモートＩ／Ｏスキャンがまだ終了していない場合でも、通常Ｉ／Ｏスキャンが終了すると、通常Ｉ／Ｏに 

 ついてはリフレッシュが行われます。 

・リモートＩ／Ｏリフレッシュは、リモートＩ／Ｏスキャン終了以降の通常Ｉ／Ｏリフレッシュ時に行われます。 

 

7.4.2 スキャン同期モード 

 設定  
システムレジスタＮｏ．３６：０ 

 

 動作内容 
・通常Ｉ／ＯのリフレッシュとリモートＩ／Ｏのリフレッシュは、通常Ｉ／ＯスキャンとリモートＩ／Ｏスキャンの 

 両方が終了した時点で行われます。 

・リモートＩ／Ｏスキャンが長くかかる場合は、トータルとしてのスキャンタイムが長くなります。 
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8章  

 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆによる制御 
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8.1 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの機能 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］には、次のような機能があります。 

 （１）リモートＩ／Ｏ制御 

 （２）共有メモリアクセス機能 

 

この章では、それぞれの機能の概要と使用方法を説明します。 

 

 ご注意： 

 「共有メモリアクセス」は、親局と、子局システムに接続している高機能ユニットの間で使用できる機能で
す。 

 

8.1.1 リモートＩ／Ｏ制御 

マスタユニットを接続しているシステム（親局）のＣＰＵユニットで、子局のＩ／Ｏを制御できます。これを「リモ
ートＩ／Ｏ制御」といいます。 

親局のＣＰＵユニットは、シーケンスプログラムにしたがって、Ｉ／Ｏ情報を伝送することによって、遠隔地に
あるＩ／Ｏの制御を行います。 
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8.1.2 共有メモリアクセス機能 

子局システム（スレーブユニットを基本マザーボードに装着しているシステム）上の高機能ユニットの共有メ
モリに対して、親局システムのＣＰＵユニットでデータを読み出したり、書き込んだりすることができます。 

シーケンスプログラムの応用命令Ｆ１５２（ＲＭＲＤ）、Ｆ１５３（ＲＭＷＴ）を使用します。 

（ここでは読み出し、書き込み命令をあわせて「共有メモリアクセス命令」と呼んで説明します） 
下図は、共有メモリアクセス機能を使って、パルス出力ユニットに対するデータ設定やモニタを行う例で
す。 

 

 ご注意： 

 送受信できるデータの量は、１命令実行ごとに最大３２ワードです。 

 共有メモリアクセス命令を実行中（Ｒ９０３５：ＯＦＦ）に、別の共有メモリアクセス命令を実行することはでき
ません。 

 子局上の高機能ユニットに対する共有メモリアクセス命令Ｆ１５２、Ｆ１５３は、通常の共有メモリアクセス命
令Ｆ１５０、Ｆ１５１と実行のしかたが異なります。Ｆ１５２またはＦ１５３を実行する際は、次の点にご注意願
います。 

●Ｆ１５０、Ｆ１５１の場合 

実行条件が成立し、命令が実行されると、その時点で実際に共有メモリにアクセスを行い、完了します（１
スキャンでアクセス完了）。 

●Ｆ１５２、Ｆ１５３の場合 

実行条件が成立し、命令が実行された時点では、実行要求（受信要求、送信要求）が子局システムに対
して行われるだけです。実際のアクセス（送受信の処理）はエンド（ＥＤ）命令実行時に行われますので、
実行条件が成立してから、アクセスが完了するまで数スキャンかかります。 

このため、子局上の高機能ユニットに対して共有メモリアクセスを行う場合は、下記の特殊リレー、特殊デ
ータレジスタをモニタして、実行状態を確認する必要があります。 

  ・Ｒ９０３５ メモリアクセス命令実行可フラグ 

  ・Ｒ９０３６ メモリアクセス命令完了フラグ 

  ・ＤＴ９０３６（ＤＴ９００３６） メモリアクセス命令完了コード 

 共有メモリの内容（アドレス）については、共有メモリを持つ高機能ユニットのマニュアルをご参照くださ
い。 

 

「共有メモリ」は、高機能ユニットが持つメモリです。高機能ユニットで扱うデータや動作内容を設定するパ
ラメータが格納されます。ＣＰＵユニットから、データを書き込んだり読み出したりすることができます。 
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１．共有メモリからのデータ読み出し（ＲＭＲＤ命令） 
子局システムに接続されている高機能ユニットの共有メモリからデータを読み出すときは、 

 応用命令Ｆ１５２（ＲＭＲＤ） をシーケンスプログラムで実行します。 

 

リモート子局システム上に装着されている
高機能ユニットからのデータ読み出し 

Ｆ１５２（ＲＭＲＤ） 毎スキャン型実行 

Ｐ１５２（ＰＲＭＲＤ） 微分型実行 

 

 応用命令Ｆ１５２の記述方法 
共有メモリからのデータ読み出し命令は、次のように記述します。 
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 「共有メモリからのデータ読み出し命令」の実行内容 
 Ｓ１ で指定する高機能ユニットの共有メモリの、アドレス Ｓ２ から ｎ  ワード分のデータを、ＣＰＵユ
ニットの Ｄ で指定するエリアに格納します。 

 

 

 共有メモリからのデータ読み出し命令は、次の理由から、実行状態を確認するために、特殊リレー／特
殊データレジスタを使用します。 

共有メモリアクセス命令を実行している間は、新たに本命令を実行することはできません。 

本命令では、読み出しデータの受信要求のみを行います。データの読み出し処理は、エンド（ＥＤ）命令
実行時点に行います。 

 

動作状態の確認に使用する特殊リレーと特殊データレジスタ 

内容 リレー番号 格納内容 

メモリアクセス命令実行可フラグ Ｒ９０３５ 
０：実行不可（＊） 
１：実行可能 

メモリアクセス命令完了フラグ Ｒ９０３６ 
０：正常終了 

１：異常終了 

メモリアクセス命令完了コード 
ＤＴ９０３６ 

（ＤＴ９００３６） 
０：正常終了 

０以外：異常終了時のコード 

＊共有メモリデータアクセス命令を実行中です。 

 

 フラグ動作 

次の場合に、エラーフラグ（Ｒ９００７、Ｒ９００８）がＯＮします。 

①コントロールデータの指定が範囲外のとき 

②マスタユニットを装着していないとき 

③アドレス修飾エラーが発生しているとき 

④読み出したデータの範囲が、Ｄで指定したエリアの領域を越えるとき 

 

 ご注意： 

ＤＴ９０３６（ＤＴ９００３６）の異常コードを以下に示します。 

コード（ＨＥＸ） 内容 

５ＢＨ タイムアウト：相手先が存在せず送信不可の状態が続いています。 

６８Ｈ アクセスエリア無しエラー：指定したメモリアクセスエリアが子局上のユニットに存在し 

                ません。 

７１Ｈ 送信アンサー待ちタイムアウトエラー 

７２Ｈ 送信バッファ空き待ちタイムアウトエラー 

７３Ｈ レスポンス待ちタイムアウトエラー 

 

７１Ｈ、７２Ｈ、７３Ｈ等のエラーのタイムアウト時間の設定はシステムレジスタＮｏ．３２で１０ｍｓ～８１．９ｓまで設
定することが可能です。デフォルト値はＦＰ３は２ｓ、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは１０sに設定されていま
す。 
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２．共有メモリへのデータ書き込み（ＲＭＷＴ命令） 
子局システムに接続されている高機能ユニットの共有メモリにデータを書き込むときは、 

 応用命令Ｆ１５３（ＲＭＷＴ） をシーケンスプログラムで実行します。 

 

リモート子局システム上に装着されている
高機能ユニットへのデータ書き込み 

Ｆ１５３（ＲＭＷＴ） 毎スキャン型実行 

Ｐ１５３（ＰＲＭＷＴ） 微分型実行 

 

 応用命令Ｆ１５３の記述方法 
共有メモリへのデータ書き込み命令は、次のように記述します。 
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 「共有メモリへのデータ書き込み命令」の実行内容 
 Ｓ１ で指定する高機能ユニットの共有メモリの Ｄ で指定するアドレスを先頭とするエリアに、ＣＰＵ
ユニットの Ｓ２ で指定するエリアから ｎ  ワード分のデータを書き込みます。 

 

 

 共有メモリへのデータ書き込み命令は、次の理由から、実行状態を確認するために、特殊リレー／特殊
データレジスタを使用します。 

共有メモリアクセス命令を実行している間は、新たに本命令を実行することはできません。 

本命令では、読み出しデータの送信要求のみを行います。データの書き込み処理は、エンド（ＥＤ）命令
実行時点に行います。 

 

動作状態の確認に使用する特殊リレーと特殊データレジスタ 

内容 リレー番号 格納内容 

メモリアクセス命令実行可フラグ Ｒ９０３５ 
０：実行不可（＊） 
１：実行可能 

メモリアクセス命令完了フラグ Ｒ９０３６ 
０：正常終了 

１：異常終了 

メモリアクセス命令完了コード 
ＤＴ９０３６ 

（ＤＴ９００３６） 
０：正常終了 

０以外：異常終了時のコード 

＊共有メモリアクセス命令を実行中です。 

 

 フラグ動作 

次の場合に、エラーフラグ（Ｒ９００７、Ｒ９００８）がＯＮします。 

①コントロールデータの指定が範囲外のとき 

②マスタユニットを装着していないとき 

③アドレス修飾エラーが発生しているとき 

④書き込みデータの範囲が、Ｓ２で指定したエリアの領域を越えるとき 

 

 ご注意： 

ＤＴ９０３６（ＤＴ９００３６）の異常コードを以下に示します。 

コード（ＨＥＸ） 内容 

５ＢＨ タイムアウト：相手先が存在せず送信不可の状態が続いています。 

６８Ｈ アクセスエリア無しエラー：指定したメモリアクセスエリアが子局上のユニットに存在し
ません。 

７１Ｈ 送信アンサー待ちタイムアウトエラー 

７２Ｈ 送信バッファ空き待ちタイムアウトエラー 

７３Ｈ レスポンス待ちタイムアウトエラー 

 

７１Ｈ、７２Ｈ、７３Ｈ等のエラーのタイムアウト時間の設定はシステムレジスタＮｏ．３２で１０ｍｓ～８１．９ｓまで設
定することが可能です。デフォルト値はＦＰ３は２ｓ、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは１０sに設定されていま
す。 
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３．共有メモリアクセス命令を使ったシーケンスプログラム例 
［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の子局システムに高機能ユニットを装着し、親局のＣＰＵユニットから、その高機能ユニ
ットの共有メモリにアクセスするときのプログラム例を紹介します。 

プログラムは、下図に示す構成にもとづいたものです。 

 

 

上記の構成から、対象となる高機能ユニットを「共有メモリアクセス命令」（Ｆ１５２、Ｆ１５３）で指定するコント
ロールデータ（３２ビット構成）は次のようになります。 

 

 

 

 ご注意： 

例えば、Ｓ１のデータを「データレジスタＤＴ０」に接続するときは、Ｓ１＋１のデータは「データレジスタＤＴ１」
に格納してください。 

共有メモリアクセス命令では，先頭のＤＴ０のみを指定します。 
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 例１ 単純なメモリアクセス 
①ＣＰＵユニットのＤＴ１００～Ｄ１１４のデータ（１５ワード）を、子局システムの高機能ユニットの共有メモリに
書き込む。 

②次に、高機能ユニットに書き込まれた１５ワードのデータを読み出して、ＣＰＵユニットのＤＴ２００～ＤＴ２１
４に格納する。 

 

以上の動作をプログラムします。 

プログラムする際は、次の点にご注意ください。 

 

共有メモリアクセス命令を実行するときは、必ずＲ９０３５（実行許可フラグ）がＯＮになっているようにプログ
ラムしてください。 
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 ご注意： 

 上記プログラム例のＲ９０１５は、ＳＳＴＰ命令にて１つの工程の運転開始第１スキャンのみＯＮする特殊リ
レーです。 

 上記プログラム例では、初期値設定条件にＲ９０１０（常時ＯＮしている特殊リレー）を使用しています。 

 

 



8-11 

 例２ ハンドシェイクを伴うメモリアクセス 
高機能ユニットに「シリアルデータユニット」を使用し、そのＲＳ２３２ＣインターフェイスＣＨ．１を使用して自
己ループ通信を行う例です。 

シリアルデータユニットでは、送受信の際に、Ｘ接点、Ｙ接点を使用して、ハンドシェイクを行います。 

 

①ＣＰＵユニットのＤＴ１００～ＤＴ１１４のデータ（１５ワード）を、子局システムに装着されているシリアルデー
タユニットのＣＨ．１から送信する。 

②ＣＨ．１から送信したデータを、同じＣＨ．１で受信する。 

③ＣＨ．１で受信したデータを読み出して、ＣＰＵユニットのＤＴ２００～ＤＴ２１４に格納する。 

 

 

 

以上の動作をプログラムします。 

プログラムする際は、次の点にご注意ください。 

 

１．共有メモリアクセス命令を実行するときは、必ずＲ９０３５（実行許可フラグ）がＯＮになっているようにプロ 

 グラムしてください。 

２．［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］でシリアルデータユニット等を使用するときは、共有メモリアクセス命令の実行状態と 

 通信の状態を考慮し、Ｘ接点、Ｙ接点のＯＮ／ＯＦＦタイミングに注意してプログラムしてください。 

 （例）ハンドシェイクをスムースに行うためのプログラム 

 子局上の高機能ユニットに対する共有メモリアクセス命令Ｆ１５２、Ｆ１５３は、通常の共有メモリアクセス 

 命令Ｆ１５０、Ｆ１５１と実行のしかたが異なります。Ｆ１５２またはＦ１５３を実行する際は、次の点にご注意 

 願います。 

 Ｆ１５０、Ｆ１５１の場合 

 実行条件が成立し、命令が実行されると、その時点で実際に共有メモリにアクセスを行い、完了しま 

 す。送受信データの格納が完了したときのハンドシェイク（Ｙ接点：ＯＮ）のプログラム行を共有メモリ 

 アクセス命令の次に書き込んだ場合も、アクセスが完了してからＹ接点：ＯＮが実行されます。 

 Ｆ１５２、Ｆ１５３の場合 

実際のアクセス（送受信の処理）はエンド（ＥＤ）命令実行時に行われますので、送受信データの 

格納が完了したときのハンドシェイク（Ｙ接点：ＯＮ）のプログラム行を共有メモリアクセス命令の次に 

書き込んだ場合、アクセス命令とＹ接点：ＯＮが同時に実行されます。 

この場合、アクセスが完了していないにもかかわらず、Ｙ接点がＯＮになり、子局上のシリアルデー
タユニット等による通信が正常に実行できません。 

この場合、Ｙ接点：ＯＮは、アクセスが完了したあと（Ｒ９０３５がＯＮしている状態）で実行されるように
プログラムしてください。 

３．次の共有メモリアクセスを実行する直前には、「次の共有メモリアクセス命令実行可条件成立待ちステッ 

  プ」（ハンドシェイクを伴うメモリアクセスプログラムのフローチャートの「工程１」、「工程３」参照）を挿入し
てください。 
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ハンドシェイクを伴うメモリアクセスプログラムのフローチャート 
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シーケンスプログラム例（ハンドシェイクを伴うメモリアクセス） 

 

 ご注意： 

 Ｒ９０１５は、ＳＳＴＰ命令にて１つの工程の運転開始第１スキャンのみＯＮする特殊リレーです。 

 初期値設定条件にＲ９０１０（常時ＯＮしている特殊リレー）を使用しています。 



8-14 



9-1 

9章  

 異常時の対処方法 
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9.1 異常時の確認と処置 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］使用中に異常が発生した場合の確認方法と処置のしかたを説明
します。 

 

9.1.1 異常原因の確認手順 

次に示す手順にしたがって、異常の原因を確認し、取り除いてください。 

 

１．ＬＥＤ点灯状態の確認 

マスタユニット、スレーブユニット、専用Ｉ／Ｏターミナルの「ＡＬＡＲＭ」「ＣＯＭＭ．」（またはＣＯ
Ｍ．）の点灯状態を確認してください。 

ＬＥＤ名称 状態 異常内容 処置 

ＡＬＡＲＭ 点灯 
そのユニットまたはボードに異常がありま
す 

交換 

ＣＯＭＭ． 

（ＣＯＭ．） 

ゆっくり点滅 

（１ｓ周期） 
交信異常（伝送ケーブル断線や子局の
電源切れ）が他局で発生しています 

伝送路、場所を確認して処置 

消灯 

伝送異常（伝送ケーブルや終端局の設
定に異常があり、自局が親局と交信でき
ません） 

内容を確認して処置 

 

２．異常内容の確認 

異常が発生すると、ＣＰＵユニットの自己診断機能によって、異常内容を確認することができます。 

また、特殊データレジスタＤＴ９１３６（ＤＴ９０１３６），ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）にも異常内容が格納さ
れます。 

 

３．異常が発生している伝送路（マスタ１～４）の確認 

異常が発生しているのがマスタ１～４のどの伝送路なのかを確認してください。特殊データレジス
タＤＴ９１３６（ＤＴ９０１３６），ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）や特殊内部リレーＲ９０５８～Ｒ９０５Ｂで確認す
ることができます。 

 

４．異常が発生している子局の局Ｎｏ．の確認 

異常が発生しているの子局、異常が発生している場所を確認してください。特殊データレジスタＤ
Ｔ９１３１（ＤＴ９０１３１），ＤＴ９１３５（ＤＴ９０１３５）で確認することができます。 
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9.2 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆに関する自己診断エラー 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］使用時に異常が発生すると、ＣＰＵユニットの自己診断機能で異常内容を確認すること
ができます。 

 

 確認方法 
 ＦＰプログラマにてＯＰ－１１０操作を実行してください。 

 ＦＰＷＩＮ ＧＲにて【ステータス表示】を実行してください。 

エラーコードが表示されます。 

エラーコードの意味については、下記の表をご参照ください。 

 

9.2.1 自己診断内容一覧 

コード 内容 ＣＰＵ動作 処置 

３５ 
子局システム上の禁止ユニット
実装エラー 

停止 
子局システム上に装着禁止ユニットが存在し
ます。禁止ユニットを取り除いてください。 

３６ リモートＩ／Ｏ使用制限 停止 

リモートＩ／Ｏでのスロット数、Ｉ／Ｏ点数が制
限を越えています。制限内で使用してくださ
い。 

３７ 
リモートＩ／Ｏマップの重複エラ
ーまたは範囲越えエラー 

停止 
リモートＩ／Ｏマップを重複等がないように設
定し直してください。 

３８ 
リモートＩ／Ｏターミナル登録異
常 

停止 

Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニ
ットのＩ／Ｏマップで登録値を正しく設定して
ください。 

４６ リモートＩ／Ｏ交信異常 注１） 選択 注２） 

リモート子局の電源切れや伝送路の切断等
が発生しています。交信不能個所を修復し
てください。 

異常子局の確認方法は、“１４－４．異常子
局の確認”をご参照ください。 

（ＯＰ８→ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）～ＤＴ９１３７
（ＤＴ９０１３７）） 

４７ 
子局システム上のユニット異常 
注１） 

選択 注２） 

照合異常、高機能ユニット暴走などが発生し
ています。実装ユニットをチェックしてくださ
い。 

（ＯＰ８→ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）～ＤＴ９１３７
（ＤＴ９０１３７）） 

５１ リモートＩ／Ｏ終端局エラー 運転 
リモートＩ／Ｏの終端局の設定に誤りがありま
す。正しく設定し直してください。 

５２ 
リモートＩ／Ｏリフレッシュ同期異
常） 

運転 弊社にご連絡ください。 

注１） プログラミング機器で特殊データレジスタの内容をモニタすることによって、異常個所を限定すること 

 が可能です。 

 ＦＰプログラマ   ＯＰ－８操作 

 ツールソフトＦＰＷＩＮ ＧＲ   ステータス表示、またはデータモニタ 

注２） ＣＰＵユニットの停止または運転がシステムレジスタの設定により選択することが可能です 

 （０：運転、１：停止）。 

 ［リモートＩ／Ｏ交信異常］ システムレジスタＮｏ．２７ 

 ［リモートＩ／Ｏ子局上のＩ／Ｏ属性異常］ システムレジスタＮｏ．２８ 

 

 参 照：＜７章 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの動作モード設定＞ 
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9.3 リモートＩ／Ｏ異常コード（ＤＴ９１３６（ＤＴ９０１

３６）、ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）） 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］使用時に異常が発生すると、ＣＰＵユニットの特殊データレジスタＤＴ９１３６（ＤＴ９０１３
６）、ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）に異常内容が格納されます。 

 

 確認方法 
 ＦＰプログラマにてＯＰ－８またはＯＰ－１２操作を実行してください。 

 ＦＰＷＩＮ ＧＲにて【データモニタ】を実行してください 

 

9.3.1 データレジスタＤＴ９１３６、ＤＴ９１３７の内容 

マスタ１～マスタ４の各伝送路について８ビットで８種類の内容を表します。 

 

 

異常が発生すると、異常内容に対応した①～⑧のビット（下表参照）が“１”になります。 

 

【例】 
ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）が“８Ｈ”の場合，マスタ３系に終端局設定エラーが発生していることを示しています。
（“８Ｈ”＝“００００００００ ００００１０００”；ビット３（④）＝“１”） 
 

 内容 ＣＰＵ動作 処置 

① 

リモートＩ／Ｏ交信異常 注１） 

（交信できない子局が発生して
います） 

選択 注２） 
子局の電源切れ、伝送路の切断などを確認
してください。 

② 
伝送異常 注１） 

（伝送異常が発生しています） 
選択 注２） 

伝送路長や子局Ｎｏ．が正しく設定されてい
るか確認してください。 

③ 
子局システム上に禁止ユニット
が実装されている 

停止 禁止ユニットを取り除いてください。 

④ リモートＩ／Ｏ終端局エラー 運転 
リモートＩ／Ｏの終端局の設定が誤っていま
す。正しく設定し直してください。 

⑤ 
マスタユニット１台当たりの総ス
ロット数オーバー 

停止 
使用制限内でご使用ください。 

（最大６４スロット） 

⑥ 
マスタユニット１台当たりの総Ｉ
／Ｏ点数オーバー 

停止 使用制限内でご使用ください。 

⑦ 
スレーブユニットの瞬時停電 注

１） 
運転 電源系のチェックを行ってください。 

⑧ 
子局システム上のユニット異常 
注１） 

選択 注２） 
照合異常、高機能ユニット暴走などが発生し
ています。入出力ユニットのチェックを行って
ください。 

注１） 異常個所（子局）を限定することが可能です。 

注２） ＣＰＵユニットの停止または運転がシステムレジスタの設定により選択することが可能です。 

 参 照：＜７章 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆの動作モード設定＞ 
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9.4 異常子局の確認（ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）～

ＤＴ９１３５（ＤＴ９０１３５）） 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］使用時に「交信異常」、「伝送異常」、「子局の瞬時停電」、「子局システム上のユニットの
異常」が発生した場合は、特殊データレジスタをモニタすることによって異常個所（異常が発生している子
局の系路と局Ｎｏ．）を確認することができます。 

 

■ 確認できる内容 

１．現在、異常が発生している子局の局Ｎｏ．（現在値） 
２．現在までに異常を起こした子局の局Ｎｏ．（累積値） 
３．装着しているユニットに異常（暴走など）が発生した子局システムの局Ｎｏ． 

 

 ご注意： 

Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットについては、３．の確認はできません。 

 

■ 確認方法 

１．異常が発生している伝送路を確認してください。 

 リモートＩ／Ｏの伝送路に異常が発生していれば、その伝送路に対応している下記の 

 特殊内部リレー Ｒ９０５８～Ｒ９０５Ｂ がＯＮになります。 

 

リレー番号 内容 

Ｒ９０５８ マスタ１系に異常が発生しているとき：ＯＮ 

Ｒ９０５９ マスタ２系に異常が発生しているとき：ＯＮ 

Ｒ９０５Ａ マスタ３系に異常が発生しているとき：ＯＮ 

Ｒ９０５Ｂ マスタ４系に異常が発生しているとき：ＯＮ 

 

 特殊データレジスタＤＴ９１３６（ＤＴ９０１３６）、ＤＴ９１３７（ＤＴ９０１３７）をモニタすることによって異常の内
容と異常が発生している伝送路を確認することができます。 

 

【例】 
下図の例では、Ｒ９０５９がＯＮになります（マスタ２系に異常発生）。 
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２．確認する内容を設定してください。 

確認したい内容を選択し、その内容に応じたコードを 特殊データレジスタ ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１） に
設定してください。設定はＨ定数（１６進数）で行ってください。 

 

【例】 
マスタ２系の異常が、「子局システム上のユニット異常」であるとして、その局Ｎｏ．を確認する場合の設定は
次のようになります。 

ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）＝０１０１Ｈ 

 

 

３－１．異常個所を確認してください［異常が発生した子局の確認］ 
なんらかの異常が発生している子局を確認したいときは、ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）の上位８ビットに“００Ｈ”
を設定してください。 

 

この時、 特殊データレジスタ ＤＴ９１３２（ＤＴ９０１３２）～ＤＴ９１３５（ＤＴ９０１３５） が次にようになります。 

 

 
 

 異常が発生している子局の局Ｎｏ．に対応したビットが“１”になります。 

 

【例】 
ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）＝“０１０１Ｈ”のときにＤＴ９１３３（ＤＴ９０１３３）が“４０００Ｈ”であれば、マスタ２系の
子局Ｎｏ．３１に異常が発生していることがわかります。（“４０００Ｈ”＝“０１００００００ ００００００００”：ビット１４
（Ｎｏ．３１）＝“１”） 
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３－２．異常個所を確認してください［ユニットに異常が発生している子局システムの確認］ 
装着しているユニットに照合異常や暴走などの異常が発生している子局システムを確認したい時は、 

ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）の上位８ビットに“０１Ｈ”を設定してください。 

 

この時、 特殊データレジスタ ＤＴ９１３２（ＤＴ９０１３２）～ＤＴ９１３３（ＤＴ９０１３３） が次にようになります。 

 

 

 

 異常が発生している子局の局Ｎｏ．に対応したビットが“１”になります。 

 

【例】 
ＤＴ９１３１（ＤＴ９０１３１）＝“０１０１Ｈ”のとき（手順２の例を参照ください）にＤＴ９１３３（ＤＴ９０１３３）が“２Ｈ”
であれば、マスタ２系の子局Ｎｏ．１８に異常が発生していることがわかります。（“２Ｈ”＝“００００００００ ０００
０００１０”：ビット１（Ｎｏ．１８）＝“１”） 
 

 

 ご注意： 

Ｉ／Ｏターミナルボード、Ｉ／Ｏターミナルユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットについては、「３－２」の確認はできま
せん。 
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9.5 トラブルシューティング 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を使用する上でのトラブルシューティングの方法を示します。 

 

9.5.1 フローチャート（メインフローチャート） 
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9.5.2 ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ点灯時 
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9.5.3 マスタユニットが正常に運転していない場合 
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■ ＣＯＭＭ．ＬＥＤが消灯している場合 
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■ ＣＯＭＭ．ＬＥＤが点灯している場合 
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9.5.4 子局が正常に運転していない場合 

 

 



9-15 

■ ＣＯＭＭ．ＬＥＤが消灯している場合 
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■ ＣＯＭＭ．ＬＥＤが点灯している場合 
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9.5.5 ＣＰＵユニットがＲＵＮしない場合 
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9.5.6 子局で入出力できない場合 
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9.5.7 子局上の高機能ユニットの共有メモリにアクセスできない場
合 
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9.6 ＬＥＤ点灯状態の確認 

ＬＥＤの点灯状態を確認して、伝送路の状態や各構成品の設定、動作状態を判断してください。 

 

■ 起動時のＬＥＤ状態 

＊親局のＣＰＵユニットは、「ＰＲＯＧ．モード」にしてから、起動させてください。 

ＣＰＵユニット マスタ 子局 表示内容 処置方法 

 ＰＲＯＧ． 
（点灯） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

正常  

 ＰＲＯＧ． 
（点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

登録されている子
局で起動していな
いものがあります。 
（子局接続待ち状
態です。ＲＵＮモー
ドにしても運転を開
始しませんが、異常
ではありません。） 

 起動していない子
局に電源を投入し
てください。 

 伝送ケーブルが正
しく接続されている
か確認してくださ
い。 

 登録しているＮｏ．
の子局があるか確
認してください。登
録内容と設定を合
わせて再起動させ
てください。 

 ＥＲＲＯＲ 
（点灯） 

 ＡＬＡＲＭ 
（点灯） 

  ノイズによる一時的
なものです。 
（自己診断コード  
Ｅ４１） 

再起動してください。 

マスタユニットに異
常があります。 
（自己診断コード  
Ｅ４１） 

弊社にご連絡くださ
い。 

 ＡＬＡＲＭ 
（消灯） 

 ＡＬＡＲＭ 
（点灯） 

ノイズによる一時的
なものです。 

再起動してください。 

子局に異常があり
ます。 

弊社にご連絡くださ
い。 

 ＣＯＭＭ． 
（点灯） 

  マスタユニットが５
台以上装着されて
います。 

４台までの装着とし、
再起動してください。 

ＣＰＵユニットのバ
ージョンがＶｅｒ．２．
０以降ではありませ
ん。 
（ＦＰ３  ＣＰＵの場
合） 

ＣＰＵユニットは、Ｖｅ
ｒ．２．０以降のものを
ご使用ください。 
（ＦＰ３  ＣＰＵの場
合） 

   ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

子局システムにＭＥ
ＷＮＥＴ－Ｆで使用
できないユニットを
装着しています。 
（自己診断コード 
Ｅ３５） 

子局システムに装着
している禁止ユニット
を除いて、構成し直
してください。 

 ＡＬＡＲＭ 
（点滅） 

   ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

終端局の設定に誤
りがあります。 
（自己診断コード 
Ｅ５１） 

伝送路の両端の２台
のみを終端局に設定
してください。 
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ＣＰＵユニット マスタ 子局 表示内容 処置方法 

 ＥＲＲＯＲ 
（点灯） 

  ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（消灯） 

伝送ケーブルが正し
く配線されていませ
ん。 

伝送ケーブルの接続
を確認してください。 

子局の局Ｎｏ．が重複
して設定されていま
す。 

重複している局Ｎｏ．
を設定し直してＩ／Ｏ
を割り付けしてくださ
い。 
局Ｎｏ．等を設定した
後は、システムを再
起動させてください。 

終端局の設定に誤り
があります。 
（自己診断コード 
Ｅ５１） 

伝送路の両端の２台
のみを終端局に設定
してください。 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（点灯） 

伝送ケーブルが正し
く配線されていません 

 伝送ケーブルの接
続を確認してくださ
い。 

 マスタユニットのポ
ートを確認してくだ
さい。 

この子局は登録され
ていません。 

登録して、再起動し
てください。 

   ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（点灯） 

局Ｎｏ．の設定が１～
３２の範囲を越えてい
ます。 

局Ｎｏ．を範囲内で設
定してください。 

 ＡＬＡＲＭ 
（点滅） 

 

■ 運転時のＬＥＤ状態 

ＣＰＵユニット マスタ 子局 表示内容 処置方法 

 ＲＵＮ 
（点灯） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

正常  

 ＥＲＲＯＲ 
（点灯） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

子局システム上の
ユニットに異常が発
生しています。 

異常なユニットを正
常なものに交換して
ください。再起動の
方法は、動作モード
によって異なります。 
注１） 

終端局の設定に誤
りがあります。 
（自己診断コード 
Ｅ５１） 

伝送路の両端の２台
のみを終端局に設定
してください。 

 ＥＲＲＯＲ 
（点灯） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（はやく点滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（消灯） 

この子局は、親局と
の交信ができませ
ん（交信異常）。 

伝送ケーブル断線な
どの異常を除いてく
ださい。再起動の方
法は、動作モードに
よって異なります。注１） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（ゆっくり点
滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（ゆっくり点
滅） 

他の子局が交信異
常を起こしています
（ＣＯＭＭ．／ＣＯ
Ｍ．ＬＥＤが点滅し
ている局は正常）。 

伝送ケーブル断線な
どの異常を除いて、
親局システムを再起
動させてください。 
注１） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（ゆっくり点
滅） 

 ＣＯＭＭ．／ 
ＣＯＭ． 
（消灯） 

この子局が交信異
常を起こしています
（ＣＯＭＭ．／ＣＯ
Ｍ．ＬＥＤが点滅し
ている局は正常）。 

伝送ケーブル断線な
どの異常を除いて、
親局システムを再起
動させてください。 
注１） 

注１）  参 照：＜７．２ 異常発生時のリモートＩ／Ｏ制御＞ 



9-22 

9.7 リモートＩ／Ｏシステム使用上のご注意 

リモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の取り扱いについては、以下の注意事項をお守りください。 

 

（１）［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］構成ユニットの実装および取り外しは、電源を切った状態で行ってください。 

（２）［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］構成ユニットは、マザーボードに確実に固定してご使用ください。 

（３）配線時にユニット内部へ配線くず等が入らないように注意してください。 

（４）［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］構成ユニット裏面のコネクタ部の端子部は、直接手で触れないようにしてください。
接触不良や静電気による素子破壊の原因になります。 

（５）［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］構成ユニットおよび専用Ｉ／Ｏターミナルのケースは樹脂製ですので、落下させたり、
衝撃を与えないようにしてください。 

（６）使用環境条件は、信頼性を高めるために一般仕様範囲内でご使用ください。 

（７）高圧線・高圧機器・動力線・動力機器あるいは無線機器からは、できる限り話して設置してください。 

（８）電源ラインと伝送ラインは、別々のダクトで配線するか、あるいは極力離して配線してください。 

（９）品番ＡＦＰ３７４０、ＡＦＰ８７４４１、ＡＦＰ８７４４２、ＡＦＰ３７４１のいずれかがネットワークに含まれる場合、
伝送距離は下表の通り短くなりますので、ご注意ください。 

 

ケーブルの 

種類 
型式 

最大伝送距離（総延長） 

混在していない場合 混在した場合 

ツイストペア 

日立電線 ＫＰＥＶ－Ｓ １．２５ｍｍ２×１Ｐ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９８６０ 
７００ｍ ３００ｍ 

日立電線 ＫＰＥＶ－Ｓ ０．５ｍｍ２×１Ｐ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 
６００ｍ ３００ｍ 

ＶＣＴＦ ＶＣＴＦ ０．７５ｍｍ２×２Ｃ ４００ｍ ２００ｍ 
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10章  

 外形寸法図 
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10.1 ＦＰ２マルチワイヤリンクユニット 

■ ＡＦＰ２７２０ 

 

10.2 ＦＰ３リモートＩ／Ｏマスタユニット 

■ ＡＦＰ３７４２ 
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10.3 ＦＰ２リモートＩ／Ｏスレーブユニット 

■ ＡＦＰ２７４５ 

 

 

10.4 ＦＰ３リモートＩ／Ｏスレーブユニット 

■ ＡＦＰ３７４５ 
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10.5 ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルボード 

10.5.1 ＭＩＬコネクタタイプ 

■ ＡＦＰ８７４４５、ＡＦＰ８７４４６ 

 

10.5.2 端子台タイプ 

■ ＡＦＰ８７４４４、ＡＦＰ８７４３２ 
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10.5.3 取付穴寸法図（共通） 
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10.6 ＦＰ Ｉ／Ｏターミナルユニット 

10.6.1 １６点ユニット 

入力ユニット／出力ユニット、基本ユニット／増設ユニット共通 

 

 

10.6.2 ８点ユニット 

入力ユニット／出力ユニット、基本ユニット／増設ユニット共通 

 
 

10.6.3 取付穴寸法図 
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10.7 ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニット 

10.7.1 ＤＣ電源タイプ 

■ ＡＦＰ１７３２ 

 

 

10.7.2 ＡＣ電源タイプ 

■ ＡＦＰ１７３６ 
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10.8 ＦＰ０ Ｉ／Ｏリンクユニット 

■ ＡＦＰ０７３２ 
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11章  

 （付録１）ＦＰ１との

Ｉ／Ｏリンク 
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11.1 ＦＰ－ＭとのＩ／Ｏリンクについて 

ここでは、ＦＰ１とのＩ／Ｏリンクを説明していますが、ＦＰ－Ｍ Ｉ／Ｏリンクボード（ＡＦＣ１７３１またはＡＦＣ１７
３２）を使用して、ＦＰ－ＭとＩ／Ｏリンクすることもできます。 

ＦＰ－Ｍ Ｉ／Ｏリンクボードの仕様、各部名称などの詳細につきましては「ＦＰ－Ｍハードマニュアル」（Ｎｏ．
ＦＡＦ－１７５）をご覧ください。次の項目につきましては、ＦＰ１とＦＰ－Ｍで共通の内容ですので、それぞれ
のページをご覧ください。 

 

Ｉ／Ｏリンクの概要 …….. １１．２ Ｉ／Ｏリンクユニットの概要 

伝送ケーブルの配線 …. １２．５．２ ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨとの接続 

動作モード ……………. １１．５．５ 動作モードの選択 

Ｉ／Ｏ割付 ……………… １１．６ Ｉ／Ｏの割り付け 

 （ただし、ＦＰ－Ｍでは、Ｘ１１０～Ｘ１２Ｆ／Ｙ１１０～Ｙ１２Ｆを使用します） 
使用方法 ………………. １１．７ 使用方法 
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11.2 ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニットの概要 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニットは、プログラマブルコントローラ「ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ」と「ＦＰ１」の
間でＩ／Ｏ情報のやりとりを行うためのインターフェイスユニットです。 

ＦＰ１を、Ｉ／Ｏリンクユニットを通じて、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのリモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷ
ＮＥＴ－Ｆ］に接続することによって、２線式ケーブルを使用したシリアル伝送で、Ｉ／Ｏ情報が交換できま
す。 

 

11.2.1 Ｉ／Ｏリンクの考え方 

２台のプログラマブルコントローラ間で、一方の出力接点ともう一方の入力接点を接続することによって、一
方の出力情報をもう一方で入力情報として扱うことができます。このようにしてＩ／Ｏ情報を交換することを、
「Ｉ／Ｏリンク」といいます。 

 

【例】 
「ＦＰ１」の出力接点Ｙ０～Ｙ７と「ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ」の入力接点Ｘ０～Ｘ７を下図のように
パラレル接続します。 

 
 

Ｙ０～Ｙ７とＸ０～Ｘ７は１：１対応になっています。「ＦＰ１」の出力接点Ｙ３がＯＮになると、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／
ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ」の入力接点Ｘ３がＯＮになります。 

Ｉ／Ｏリンクでは、つぎのようなシーケンス制御が可能です。 

 

 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニットは、このような「Ｉ／Ｏリンク」によるＩ／Ｏ情報の交換を、［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を利用
して、ＦＰ１とＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨを２線式ケーブルで結んで実現するインターフェイスユニ
ットです。 
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11.2.2 リモートＩ／Ｏと増設Ｉ／Ｏ 

Ｉ／Ｏリンクユニットは、ＦＰ１とＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨを、リモートＩ／Ｏシステムを通じて２線式
ケーブルで接続し、Ｉ／Ｏリンクを実現します。 

 

１．ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨでは、Ｉ／Ｏリンクユニットを子局のひとつとして扱い、Ｉ／Ｏをリモー 

 トＩ／Ｏとして制御します。Ｉ／Ｏは、リモートＩ／Ｏマップで割り付けられたものを使用します。入力３２点、 

 出力３２点が使用できます。 

 

２．ＦＰ１側では、Ｉ／Ｏリンクユニットを増設Ｉ／Ｏとして制御します。 

 ただし、使用できるＩ／Ｏは、Ｉ／Ｏリンク専用のもの（固定）です。 

 

＜ＦＰ１のＩ／Ｏリンク専用Ｉ／Ｏ＞ 

Ｉ／Ｏ種類 Ｉ／Ｏ Ｎｏ． 備考 

入力接点 Ｘ７０からＸ８Ｆ（３２点） 
対応しているＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの出
力ＹをＯＮにすると、Ｘ７０～Ｘ８ＦがＯＮします。 

出力接点 Ｙ７０からＹ８Ｆ（３２点） 
Ｙ７０～Ｙ８ＦをＯＮにすると、対応するＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ
／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの入力ＸがＯＮします。 

 

 

 参 照：Ｉ／Ｏ Ｎｏ．については＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞＜１１．６ Ｉ／Ｏの割り付け＞ 

 ご注意： 

ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの親局のＣＰＵユニットが、ＦＰ１のＩ／Ｏを子局Ｉ／Ｏとして「制御」して
いるのではありません。 
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11.3 各部の名称と機能 
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■ 各部の機能 

①動作状態表示部 ………… 通信状態、動作状態を示すＬＥＤです。 

 
  

②局Ｎｏ．設定スイッチ …..… ＭＥＷＮＥＴ－Ｆでの子局Ｎｏ．を設定します。数字にダイヤルの印を合
わせてください（十の位と一の位を別々に設定します）。 

設定範囲：０１～３２ 

＊範囲外のＮｏ．を設定すると、設定エラー（ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ点滅）にな 

  り、伝送不能になります。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 
  

 

 

③動作モード設定スイッチ .. 終端局の設定、交信異常発生時の出力モードの設定を行います。 

 

  

ＳＷ 設定内容 ＯＦＦ ＯＮ 

１、２ 終端局設定 
終端局では 

ありません 
終端局です 

３ 交信異常時の出力 出力ＯＦＦ 出力保持 

 ＊交信異常時の出力とは、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ側での 

  出力Ｙのことです。ＦＰ１側では入力Ｘが対応しています。 

＊ＳＷ１－ＳＷ２は同じ設定にしてください。 

＊工場出荷時にはすべてＯＦＦに設定されています。なお、ＳＷ４は未 

  使用です。 

＊設定内容は、電源投入時に受け付けられます。 

 

④ＲＳ４８５インターフェイス… ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのリモート親局システムと接続する
ための端子です。伝送ケーブル（２線式ケーブル）を接続します。 

 

⑤電源端子 ……………....... Ｉ／Ｏリンクユニットを動作させるための電源を供給してください。 

ＡＣ電源タイプ（ＡＦＰ１７３６）とＤＣ電源タイプ（ＡＦＰ１７３２）があります。 

 

⑥増設コネクタ .…………. ＦＰ１コントロールユニットまたはＦＰ１増設ユニットに接続するためのコネ
クタです。増設ケーブル（下表参照）を接続します。 

＊Ｉ／Ｏリンクユニットには、ケーブル長７ｃｍのケーブルが標準で付属し 

  ています。 

 

品名 ケーブル長 ご注文品番 備考 

ＦＰ１ 

増設ケーブル 

７ｃｍ ＡＦＰ１５１０１ ＡＦＰ１７３２、ＡＦＰ１７３６に標準付属 

３０ｃｍ ＡＦＰ１５１０３  

５０ｃｍ ＡＦＰ１５１０５  
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11.4 仕様一覧 

11.4.1 一般仕様 

品種 消費電流 質量 電源電圧 ご注文品番 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニット 

［ＤＣ電源タイプ］ 
０．１Ａ以下 注１） 約２３０g 

２０．４ＶＤＣ～
２６．４ＶＤＣ 

ＡＦＰ１７３２ 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニット 

［ＡＣ電源タイプ］ 

０．０８Ａ以下 

（１００Ｖ使用時） 
０．０６Ａ以下 

（２００Ｖ使用時） 注２） 

約３８０g 
８５ＶＡＣ～ 

２６４ＶＡＣ 
ＡＦＰ１７３６ 

注１） Ｉ／Ｏリンクユニットの後ろに電源を持たない増設ユニットを接続した場合、消費電流は、０．２Ａ以下 

 です。 

注２） Ｉ／Ｏリンクユニットの後ろに電源を持たない増設ユニットを接続した場合、消費電流は、０．１２Ａ以 

 下（１００Ｖ使用時）／０．０８Ａ以下（２００Ｖ使用時）です。 

 

 

11.4.2 性能仕様 

項目 仕様 

Ｉ／Ｏリンクユニットの使用スロット数 １スロット 

Ｉ／Ｏリンクユニットの占有Ｉ／Ｏ点数 ６４点 （入力３２点＋出力３２点） 注１） 

リモートＩ／Ｏマップでの割り付け ３２Ｘ３２Ｙ 

注１） ＦＰ１側では、入力Ｘ７０～Ｘ８Ｆ、出力Ｙ７０～Ｙ８Ｆを使用します（固定）。 

 

 参 照：＜３章 ユニットの仕様＞ 
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11.5 接続、設定および設置 

ＦＰ１ Ｉ／Ｏリンクユニットは、ＦＰ１とＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨとをつなぐインターフェイスです。 

ＦＰ１と接続してください。 

Ｉ／Ｏリンクユニットの接続方法を説明します。 

 

Ｉ／Ｏリンクユニットへの伝送ケーブルや増設ケーブルの接続および取り外しは、必ず電源を切った状態で
行ってください。 

 

11.5.1 ＦＰ１との接続 

ＦＰ１増設ケーブル（フラットケーブル）を使用して、ＦＰ１の増設コネクタとＩ／Ｏリンクユニットの増設コネクタ
とを接続します。 

 

 

 Ｉ／Ｏリンクユニットは、ＦＰ１コントロールユニット１台につき、１台のみ接続できます。 

 Ｉ／Ｏリンクユニットの後ろにＦＰ１増設ユニットを接続することができます。また、ＦＰ１増設ユニットの後ろ
にＩ／Ｏリンクユニットを接続することができます。接続可能な増設ユニット数はＩ／Ｏリンクユニットを接続
してもしなくても同じです。 

 

ＦＰ１の種類 増設可能台数 

１６点タイプのコントロールユニット 最大１台 

２４点タイプのコントロールユニット 最大２台 

４０点タイプのコントロールユニット 最大２台 

＊接続するＦＰ１増設ユニットに制限はありません。 

 

 ご注意： 

次の接続はできません。 
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11.5.2 ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨとの接続 

２線式ケーブル（ＶＣＴＦ０．７５ｍｍ２×２Ｃ（ＪＩＳ）を使用して、Ｉ／ＯリンクユニットのＲＳ４８５インターフェイス
を、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのリモートＩ／Ｏシステム［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の他局のＲＳ４８５インタ
ーフェイスとに接続してください。 

［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］を通じて、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのシステムに接続します。 

 

ＲＳ４８５インターフェイス間を、＋側と＋側、－側と－側を接続します。 

 
 

＊Ｆ．Ｇ．端子には、伝送ケーブルのシールド線の片側を接続し、接地してください。 

 

 ［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］の伝送路のなかで、終端局にあたるＩ／Ｏリンクユニットは、動作モード設定スイッチＳ
Ｗ１・ＳＷ２で、終端局に設定してください。 

 

 

 参 照： 

伝送ケーブル仕様＜３．４ 伝送ケーブル仕様＞ 

伝送ケーブルの接続、終端局の設定について＜５章 リモートＩ／Ｏの接続＞ 

 

11.5.3 電源の配線 

コントロールユニット、増設ユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットへの電源供給は同一系統から行って、切断および
投入を同時に行うようにしてください。 
 

 

 ご注意： 

ＤＣ電源タイプの電源は、ＦＰ１コントロールユニットや増設ユニットの入力用電源を供給する端子からとら
ないでください。 
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11.5.4 Ｉ／Ｏリンクユニットへの取り付け 

 ＤＩＮレールへの取り付けは、Ｉ／Ｏリンクユニットの底面に付いている「ＤＩＮ取付フック」によって行いま
す。 

 

 ご注意： 

 振動・衝撃の激しい所ではレール取り付けを避け、ネジにて盤に直付けしてご使用ください。 

 天井取り付けなどの異常な接地は避けてください。取り付け時の本ユニットの向きは下図の通りです。 

 

    

 

■ 取り付け 

取付レール溝に合わせて押しつけることによりワンタッチで取り付けられます。 

 

■ 取り外し 

レールから外すときは、マイナスドライブなどでレバーを引き出して外してください。 

 

   

 

 

 参 照：取付穴寸法について＜１０章 外形寸法図＞ 



11-11 

11.5.5 動作モードの選択 

伝送ケーブル断線などによってＩ／Ｏリンクユニットが親局と交信できなくなった場合（交信異常）、子局の
出力状態を保持することができます。交信異常発生時点で、子局の出力がＯＮになっていれば、その出力
を保持します。 

交信異常発生時に出力を保持する場合は、Ｉ／Ｏリンクユニットの動作モード設定スイッチＳＷ３をＯＮにし
てください。 

 

 例）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ
のＹ６６０：ＯＮ時に断線が発生すると、
ＦＰ１のＸ７０はＯＮしつづけます。 

 

出力保持に設定しない場合（ＳＷ３：ＯＦＦ）、交信異常が発生すると、約２秒後に出力（ＦＰ１の入力）はＯＦ
Ｆになります。 
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11.6 Ｉ／Ｏの割り付け 

「Ｉ／Ｏリンク」で使用するＩ／ＯのＩ／Ｏ Ｎｏ．について説明します。ＦＰ１とＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０
ＳＨでは、Ｉ／Ｏリンク用Ｉ／Ｏの割り付け方が違います。 

また、ＦＰ１ではＩ／Ｏリンク用のＩ／Ｏ Ｎｏ．は固定ですが、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨでは接続
や設定によってＩ／Ｏ Ｎｏ．は変わりますので、対応関係も変化します。 

 

11.6.1 ＦＰ１での割り付け 

ＦＰ１では、Ｉ／Ｏリンク専用のエリアを使用します。Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は固定ですので、Ｉ／Ｏリンクユニットの接続
位置やコントロールユニットの制御可能点数には左右されません。 

 

＜ＦＰ１のＩ／Ｏリンク専用Ｉ／Ｏ＞ 

Ｉ／Ｏ種類 Ｉ／Ｏ Ｎｏ． 備考 

入力接点 Ｘ７０～Ｘ８Ｆ（３２点） 
対応しているＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの出
力ＹをＯＮにすると、Ｘ７０～Ｘ８ＦがＯＮします。 

出力接点 Ｙ７０～Ｙ８Ｆ（３２点） 
Ｙ７０～Ｙ８ＦをＯＮにすると、対応するＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ
／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの入力ＸがＯＮします。 

 

11.6.2 ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨでの割り付け 

ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨでは、リモートＩ／Ｏとして扱います。Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は、マスタユニットの装
着位置（マスタ１～４）、Ｉ／Ｏリンクユニットの子局としての局Ｎｏ．などによって変わります。 

ここでは、Ｉ／ＯリンクユニットのＩ／Ｏ点数、割り付け方について説明します。 

■ Ｉ／Ｏ点数 

入力３２点、出力３２点を占有します。 

 入力接点、出力接点の順に割り付けられます。 

 ツールソフト ＦＰＷＩＮ ＧＲの「リモートＩ／Ｏ割付」では、 ３２Ｘ３２Ｙ と指定してください。 

■ 割り付け例 

伝送路：マスタ１系（親局システムの中で、最もＣＰＵユニットに近いマスタユニットに接続されている） 
ベースワードＮｏ．：６４（工場出荷時のデフォルト値） 
Ｉ／Ｏリンクのユニットの局Ｎｏ．：Ｎｏ．１ 

以上の条件での、Ｉ／Ｏ Ｎｏ．は次の通りです。 

 

  Ｘ６４０～Ｘ６５Ｆ （入力３２点） 
  Ｙ６６０～Ｙ６７Ｆ （出力３２点） 
 

この場合、ＦＰ１とＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのＩ／Ｏリンクでの対応は、次のようになります。 
 

 

 参 照：リモートＩ／Ｏの割り付け方法＜６章 リモートＩ／Ｏマップ＞ 
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11.7 使用方法 

「Ｉ／Ｏリンク」の使用例をご紹介します。 

 

１．ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのプログラムで、ＦＰ１の入力接点を 

  ＯＮ／ＯＦＦさせる 

 
 ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのプログラムで、ＦＰ１の「カム制御命令」（Ｆ１６５）を実行
する例 

 ＦＰ１側でプログラムが必要です。 

 ＦＰ１側の入力接点（Ｉ／Ｏリンク専用）をＯＮさせるために、対応するＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ
のＹ接点をＯＮします。 

 

 

 

 

２．ＦＰ１のプログラムで、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの入力接点を 

  ＯＮ／ＯＦＦさせる 

 
 ＦＰ１のプログラムで、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの「ダブルワードデータの平方根算
出命令」（Ｆ１６０）を実行する例 

 ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ側でプログラムが必要です。 

 ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨの入力接点をＯＮさせるために、対応するＦＰ１のＹ接点（Ｉ／Ｏリンク
専用）をＯＮします。 
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３．ＭＥＷＮＥＴ－Ｆネットワーク上のＦＰ１間でＩ／Ｏ情報を交換する 
 ［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］に接続されているＦＰ１間で直接Ｉ／Ｏ情報を交換することはできません。 

 ＦＰ１間でＩ／Ｏ情報を交換するときは、親局システムのＣＰＵユニットのプログラムを介して行います。 

 

下図の例で、Ｎｏ．１の子局ＦＰ１で実行条件が成立したときに命令を実行するとともに、Ｎｏ．２の子局ＦＰ１
でも命令を実行させます。 

 

ＦＰ１（Ｎｏ．１）で実行条件：ＯＮ → Ｎｏ．１で命令を実行する 

        ↓ 

Ｉ／Ｏリンク用のＹ接点をＯＮする 

        ↓ 

親局ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのＸ接点：ＯＮ 

        ↓ 

Ｎｏ．２のＩ／Ｏリンクユニットに対応しているＹ接点をＯＮする。 

        ↓ 

ＦＰ１（Ｎｏ．２）でＩ／Ｏリンク用Ｘ接点：ＯＮ → Ｎｏ．２で命令を実行する 
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11.7.1 Ｉ／Ｏリンクユニット使用時に「ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ」交信異常が
発生した場合 

伝送ケーブルの断線などが原因で、Ｉ／ＯリンクユニットとＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのマスタユニ
ットの間で伝送ができなくなった場合（交信以上発生）、Ｉ／Ｏリンクユニットは、つぎのように動作します。 

 

１．Ｉ／Ｏ動作 

動作モード設定スイッチ Ｉ／Ｏ動作 

ＳＷ３：ＯＮ 
ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ側の出力保持→ＦＰ１側の
入力接点保持 

ＳＷ３：ＯＦＦ 
ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ側の出力ＯＦＦ→ＦＰ１側の
入力接点ＯＦＦ 

 

 

２．ＬＥＤ表示 
ＣＯＭ．ＬＥＤ：●（消灯） 
 

 

３．ＦＰ１のＩ／Ｏリンク異常フラグ（Ｒ９０３６） 
Ｉ／Ｏリンク異常フラグ Ｒ９０３６をモニタすることにより、ＦＰ１側から交信異常の発生を確認することができ
ます。 

特殊リレー名称 状態 

Ｒ９０３６ 
０：正常時 

１：交信異常発生 

 

ただし、他局で交信異常が発生した場合、マスタユニットの動作モード設定スイッチＳＷ７がＯＮの時は働
きません。ＯＦＦの時のみ働きます。 

 

 

 

 参 照：交信異常が発生した場合の処置について＜７．２．１ 交信異常発生時の運転＞ 
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11.8 Ｉ／Ｏリンクユニット使用上のご注意 

Ｉ／Ｏリンクユニットの取り扱いについては、以下の注意事項をお守りください。 

 

（１）伝送ケーブルおよび増設ケーブルの接続は、電源を切った状態で行ってください。 

（２）配線時、ユニット内部に配線くず等が入らないように注意してください。 

（３）ユニット表面の増設接続コネクタの端子部分に、直接素手で触れないようにしてください。接触不良や 

   静電気による素子破壊の原因になります。 

（４）Ｉ／Ｏリンクユニットの本体は樹脂製ですので、落下や衝撃を与えないようにしてください。 

（５）使用環境条件は、一般仕様の範囲内でご使用ください。 

   ＊使用環境条件は、他の［ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ］構成品と同じです。 

（６）高圧線・高圧機器・動力線・動力機器あるいは無線機器からは、できる限り話して設置してください。 

（７）電源ラインと伝送ラインは、別々のダクトで配線するか、あるいは極力離して配線してください。 

（８）品番ＡＦＰ３７４０、ＡＦＰ８７４４１、ＡＦＰ８７４４２、ＡＦＰ３７４１のいずれかがネットワークに含まれる場合、
伝送距離は下表の通り短くなりますので、ご注意ください。 

 

ケーブルの 

種類 
型式 

最大伝送距離（総延長） 

混在していない場合 混在した場合 

ツイストペア 

日立電線 ＫＰＥＶ－Ｓ １．２５ｍｍ２×１Ｐ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９８６０ 
７００ｍ ３００ｍ 

日立電線 ＫＰＥＶ－Ｓ ０．５ｍｍ２×１Ｐ 

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 
６００ｍ ３００ｍ 

ＶＣＴＦ ＶＣＴＦ ０．７５ｍｍ２×２Ｃ ４００ｍ ２００ｍ 
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12章  

 （付録２）ＦＰ０との

Ｉ／Ｏリンク 
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12.1 各部の名称と機能 

■ 各部名称 

 

■ 表示部、設定部 

１）動作状態表示部 

 
 
２）局Ｎｏ．設定スイッチ 
 

 

 Ｉ／Ｏリンクユニットの局Ｎｏ．を設定します。 

使用可能範囲は０１～３２です。 

この範囲をはずれて設定すると設定エラーとなり、通信は行えなくなり
ます。 

＊設定エラー…ＡＬＡＲＭ．ＬＥＤが点滅します。 

 

３）動作モード設定スイッチ 
 

 

 ＳＷ Ｎｏ． 機能 ＯＦＦ ＯＮ 

 １ 
終端局の設定 

終端局では 

ありません 
終端局です 

 ２ 

 ３ 異常時出力モード 出力ＯＦＦ 出力保持 

 ４ Ｉ／Ｏリンク異常フラグ なし あり 

４）端子台ピン配置 
 

   

 ＋、－各端子は各々内部で接続されています。 

渡り配線時、一方のケーブルを上側の＋、－端子、もう一方のケーブ
ルを下側の＋、－端子に接続してください。 



12-3 

12.2 仕様一覧 

品名 占有Ｉ／Ｏ点数 型番 品番 

ＦＰ０ Ｉ／Ｏリンクユニット ６４点（入力３２点，出力３２点） 

［６３点（入力３１点，出力３２点）］ 

ＦＰ０－ＩＯＬ ＡＦＰ０７３２ 

 

12.2.1 一般仕様 

項目 仕様 

定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 

許容電圧変動範囲 ２１．６～２６．４Ｖ ＤＣ 

定格消費電流 
Ｉ／Ｏリンクユニット ４０ｍＡ以下／２４Ｖ ＤＣ 

コントロールユニット増加量 ３０ｍＡ以下／２４Ｖ ＤＣ 

本体質量 約８５ｇ 

 参 照：＜３章 ユニットの仕様＞ 
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12.3 Ｉ／Ｏの割り付け 

項目 仕様 

Ｉ／Ｏリンクユニット１台当たりのＩ／Ｏ点数 ６４点 注１） （入力３２点＋出力３２点） 

リモートＩ／Ｏマップ割付 ３２Ｘ／３２Ｙ 

注１）Ｉ／Ｏリンクユニットの異常フラグの出力をＯＮ（あり）に設定している場合は、６３点（入力３１点＋出力 

 ３２点）となります。 

 

12.3.1 Ｉ／Ｏ番号について 

例①としてＦＰ０コントロールユニットにＩ／Ｏリンクユニットを１台増設したリモートＩ／Ｏシステムを示します。
（Ｉ／Ｏリンク異常通知フラグなし（無効）の場合） 
 

 

 

Ｉ／Ｏリンクユニットは、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのマスタユニットからはＩ／Ｏ点数が３２点入力＋
３２点出力＝６４点（３２Ｘ／３２Ｙ）の子局として認識されます。したがって、Ｉ／ＯリンクユニットのＦＰ２／ＦＰ２
ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨからのＩ／Ｏ番号は、Ｉ／Ｏリンクユニットが接続されているマスタユニットのベースワ
ード番号及びＩ／Ｏリンクユニットの局Ｎｏ．から決定されます。 

また、リモートＩ／Ｏマップでは入力から先に割り付けられます。上図の場合、例えばベースワード番号が６
４のマスタユニットにＩ／Ｏリンクユニットが局Ｎｏ．１で接続された場合、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ
からはＩ／Ｏリンクエリアは入力はＷＸ６４、６５（Ｘ６４０～６５Ｆ）、出力はＷＹ６６、６７（Ｙ６６０～６７Ｆ）となりま
す。また、局Ｎｏ．２のＩ／Ｏリンクユニットが同様に接続された場合は、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨ
からはＩ／Ｏリンクエリアは入力ＷＸ６８、６９（Ｘ６８０～６９Ｆ）、ＷＹ７０、７１（Ｙ７００から７１Ｆ）となります。 

ＦＰ０からのＩ／ＯリンクユニットのＩ／Ｏ番号は、増設される位置によって変わります。 

 

 

 

例えば、局Ｎｏ．１のＦＰ０のＹ２０をＯＮするとＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのＸ６４０がＯＮします。ＦＰ
２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのＹ６６０をＯＮすると局Ｎｏ．１のＦＰ０のＸ２０がＯＮします。同様に局Ｎｏ．
２のＦＰ０のＹ２０をＯＮするとＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨのＸ６８０がＯＮし、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３
／ＦＰ１０ＳＨのＹ７００をＯＮすると局Ｎｏ．２のＦＰ０のＸ２０がＯＮします。このように、Ｉ／Ｏリンクユニットは、
ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ３／ＦＰ１０ＳＨとＦＰ０の間でＩ／Ｏ情報のやりとりができます。 
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12.4 システム構成 

ＦＰ０コントロールユニット 
 

 

 Ｉ／Ｏリンクユニットは、他の増設ユニットと併せて、 

コントロールユニットに３台まで増設できます。 

 

12.5 接続について 

 

 
Ｉ／Ｏリンクユニットとコントロールユニットとの接続は、増設ユニットと同様に隣接するのみで増設できます。 

Ｉ／Ｏリンクユニットはコントロールユニット１台につき３台接続可能です。 
 

 
 

12.6 リモートＩ／Ｏシステム交信異常フラグ（ＦＰ

０）［入力の最上位ビット、３２ビット目］ 

リモートＩ／Ｏシステムの交信状態をＦＰ０側で確認できます。 

動作モード設定スイッチ４がＯＮのときのみ有効です。 

交信状態 正常時 異常時 

Ｉ／Ｏリンク異常フラグ ０ １ 

 

注１）このフラグは、本Ｉ／Ｏリンクユニットとマスタユニット間の伝送状態を示します。他の子局にて交信異 

 常が発生した場合は、マスタユニットの動作モード設定スイッチのＮｏ．７（交信異常時動作モード）が 

 “０”（運転停止モード）の場合のみこのフラグはＯＮします。 

注２）このフラグは本Ｉ／Ｏリンクユニットに割り当てられる２ワード（ＸＷｎ、ｎ＋１）の入力のうち最後の１ビット
Ｘ（ｎ＋１）Ｆに割り当てられます。 

 参 照：＜１２．３．１ Ｉ／Ｏ番号について＞ 





 

改訂履歴 
 

マニュアル番号は、表紙下に記載されています。 

発行日付 マニュアル番号 改訂内容 

 

２００４年４月 

 

 

２００５年５月 

 

２００７年１２月 

 

 

 

２００８年３月 

 

２００８年１０月 

 

２００９年２月 

 

２００９年１２月 

 

２０１０年３月 

 

２０１１年８月 

 

 

２０１３年７月 

 

２０２１年２月 

 

 

 

２０２4 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＦ－３５⑩ 

 

 

ＦＡＦ－３５⑪ 

 

ＦＡＦ－３５⑫ 

 

 

 

ＦＡＦ－３５⑬ 

 

ＦＡＦ－３５⑭ 

 

ＦＡＦ－３５⑮ 

 

ＦＡＦ－３５⑯ 

 

ＦＡＦ－３５⑰ 

 

ＦＡＦ－３５⑱ 

 

 

ＦＡＦ－３５⑲ 
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１１版 章見出しの大幅変更 

     １２章ＦＰ０とのＩ／Ｏリンク ⇒追加 

 

１２版 誤記訂正 

 

１３版 新商品追加 

    ＦＰ２ リモートＩ／Ｏスレーブユニット 

    ＡＦＰ２７４５ 

 

１４版 誤記訂正 

 

１５版 誤記訂正、社名変更 

 

１６版 誤記訂正 

 

１７版 「保証について」改訂 

 

１８版 誤記訂正 

 

１９版 ・誤記訂正 

 ・社名変更 

 

２０版 社名変更 

 

２１版 仕様追加 

・「3.3.4 Ｉ／Ｏタ－ミナルユニット」に「接続機器供

給用電流」を追加 

 

２2 版 社名変更 

 

 



                    

ご 注 文 ・ご 使用 に 際 して のお 願 い

パナソニック インダストリー株式会社  105-FADBU-RD-04(R1)

 本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、製造場所変
更、生産終了を含む）することがありますので、ご注文に際しては、本資料に記載された情報が最新のもの
であることを、当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いいたします。

【安全に関するご注意】
当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、一般に電気部品・機器はある確率で故障が発生します。

また、使用環境、使用条件によって耐久性が異なります。ご使用にあたっては、必ず実使用条件にて
実機確認を行ってください。性能が劣化した状態で引き続き使用されますと、絶縁劣化により、
異常発熱、発煙、発火のおそれがあります。製品の故障もしくは寿命により、結果として人身事故、
火災事故、社会的な損害などを生じさせないよう冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの
安全設計や定期的な保守の実施をお願いいたします。

本製品は、工場の屋内環境でご使用いただく目的で開発・製造されております。
本製品をシステム、機械、装置などへ使用する場合、適合すべき規格、法規、または規制をご確認ください。また、
本製品の適合性につきましては、お客様ご自身にてご確認をお願いいたします。 

本製品の故障や誤動作が人身及び財産に危害を及ぼすおそれのある用途にはご使用いただけません。
① 人身の安全を確保・維持する目的でのご使用 （ライトカーテン・安全機器を除く）
② 本製品の性能劣化や故障等の品質問題が、直接的に人身及び財産に危害を及ぼすおそれのある用途

  また、以下の機器・システムに本製品を組み込んでのご使用について、当社は、その適合性、性能、品質を保証
しておらず、原則ご使用いただけません。

① 輸送機器（自動車・列車・船舶など） ⑥航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器
② 交通機関制御機器 ⑦燃焼機器
③ 防災・防犯機器 ⑧軍事用機器
④ 発電制御用機器 ⑨医療機器（一般医療機器を除く）
⑤ 原子力関係機器 ⑩その他、特に高い信頼性や安全性が要求される機器・システム

 【受入検査】 
ご購入品または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受入検

査前または検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いいたします。

 【保証期間】 
    本製品の保証期間は、別途に定めのないかぎりは、ご購入後あるいは貴社のご指定場所への納入後 3 年間 
といたします。なお、電池やリレー、フィルタなどの消耗品やオプション品、補材につきましては、除かせていただき
ます。

 【保証範囲】 
万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品の提供、ま

たは瑕疵部分の交換、修理を、本製品のご購入あるいは納入場所で、無償で速やかに行わせていただき 
ます。 
 だだし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものとし、当
社は責任を負いかねますのでご了承ください。 
(1)貴社側にて指示された仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。
(2)ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が原因の場合。
(3)ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する場合。
(4)取扱説明書や仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。
(5) 本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている機能、構造

などを持っていれば回避できた損害の場合。
(6) 天災や不可抗力に起因する場合。
(7) 周囲の腐食性ガスなどによる腐食が原因で機器が損傷した場合。

また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、お客様が本製品を 
使用して加工または製造された物および本製品の故障や瑕疵から誘発される損害は除かせていただくものと 
します。なお、いかなる場合においても、当社の責任は、本製品についてお客様が当社に支払った代金を 
上限とします。 

 【サービスの範囲】 
 本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。 

  お客様のご要望がございましたら、営業担当者までご相談ください。 



 



● 技術に関するお問い合わせは

FAデバイス技術相談窓口
TEL 0120-394-205     

受付時間：平日の9時～12時、13時～17時(土日祝日、年末年始、当社休業日を除く)

Webでのお問い合わせ https://industry.panasonic.com/

パナソニック インダストリー株式会社
〒571-8506　大阪府門真市大字門真1006番地

© Panasonic Industry Co., Ltd. 1990-2024
2024年4月発行 WUMJ-MEWNETF-02
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